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はじめに

レンズの選択
カメラには複数のレンズオプションがあります。監視の要件に応じてレンズを選択できます。レンズの種類
によって光感度と視野に関する機能が異なります。レンズオプションについては製品のデータシートを参
照してください。

ネットワーク上のデバイスを検索する
Windows®でAxisデバイスを探してIPアドレスの割り当てを行う方法については、AXIS IP Utilityまた
はAXIS Device Managerを使用してください。いずれのアプリケーションも無料で、axis.com/supportからダ
ウンロードできます。

IPアドレスの検索や割り当てを行う方法の詳細については、IPアドレスの割り当てとデバイスへのアクセス方法を
参照してください。

ブラウザーサポート
以下のブラウザーで装置を使用できます。

ChromeTM Firefox® EdgeTM Safari®

Windows® 推奨 推奨

macOS® 推奨 推奨

Linux® 推奨 推奨

その他のオペレー
ティングシステム

*

* iOS 15またはiPadOS 15でAXIS OS webインターフェースを使用するには、
[[[設設設定定定]]] >>> [Safari][Safari][Safari] >>> [[[詳詳詳細細細]]] >>> [Experimental[Experimental[Experimental Features]Features]Features] に移動し、[NSURLSession Websocket] を無効にします。

推奨ブラウザーの詳細については、AXIS OSポータルにアクセスしてください。

装置のwebインターフェースを開く
1. ブラウザーを開き、Axis装置のIPアドレスまたはホスト名を入力します。

本製品のIPアドレスが不明な場合は、AXIS IP UtilityまたはAXIS Device Managerを使用して、ネットワー
ク上で装置を見つけます。

2. ユーザー名とパスワードを入力します。装置に初めてアクセスする場合は、管理者アカウントを作成す
る必要があります。 4 ページ管理者アカウントを作成する を参照してください。

ファームウェアが改ざんされてないことを確認する
装置に元のAxisファームウェアが搭載されていることを確認するか、またはセキュリティ攻撃が行われた後に装置
を完全に制御するには、以下の手順に従います。

1. 工場出荷時の設定にリセットします。54ページ工場出荷時の設定にリセットする を参照してください。

リセットを行うと、セキュアブートによって装置の状態が保証されます。

2. デバイスを設定し、インストールします。
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管理者アカウントを作成する
装置に初めてログインするときには、管理者アカウントを作成する必要があります。

1. ユーザー名を入力してください。

2. パスワードを入力します。 4 ページ安全なパスワード を参照してください。

3. パスワードを再入力します。

4. [AddAddAdd useruseruser (((ユユユーーーザザザーーーののの追追追加加加)))] をクリックします。

重要
装置にはデフォルトのアカウントはありません。管理者アカウントのパスワードを紛失した場合は、装置
をリセットする必要があります。54ページ工場出荷時の設定にリセットする を参照してください。

安全なパスワード
重要

Axisデバイスは、最初に設定されたパスワードをネットワーク上で平文で送信します。最初のログイン後にデ
バイスを保護するために、安全で暗号化されたHTTPS接続を設定してからパスワードを変更してください。

デバイスのパスワードは主にデータおよびサービスを保護します。Axisデバイスは、さまざまなタイプのインス
トールで使用される可能性があることから、パスワードポリシーを強制しません。

データを保護するために、次のことを強く推奨します。

• 8文字以上のパスワードを使用する (できればパスワード生成プログラムで作成する)。

• パスワードを公開しない。

• 一定の期間ごとにパスワードを変更する (少なくとも年に1回)。

webインターフェースの概要
このビデオでは、装置のwebインターフェースの概要について説明します。

このビデオを見るには、このドキュメントのWeb
バージョンにアクセスしてください。

help.axis.com/?&piaId=80485&section=web-interface-overview

Axis装置のwebインターフェース
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デバイスを構成する

画像を調整する
このセクションでは、デバイスの設定について説明します。特定の機能の詳細については、46ページ、詳
細情報 を参照してください。

カメラを水平にする
参照エリアまたは物体との関係で表示を調整するには、レベルグリッドとカメラの機械的な調整を組み合わ
せて使用します。

1. [VideoVideoVideo >>> ImageImageImage >>> (((ビビビデデデオオオ >>> 画画画像像像 >)>)>)] に移動し、 をクリックします。

2. をクリックすると、レベルグリッドが表示されます。

3. 参照エリアまたは物体の位置がレベルグリッドと揃うまで、カメラを機械的に調整します。

シーンプロファイルの選択
シーンプロファイルは、カラーレベル、輝度、シャープネス、コントラスト、ローカルコントラストを含む事前
に定義されている画像設定のセットです。シーンプロファイルは、ある特定のシナリオ設定を迅速に行う目的で製
品に事前設定されています。例えば、監視の用途に最適化されたForensicForensicForensic (((フフフォォォレレレンンンジジジッッッククク)))などがこれに含まれま
す。使用可能な各設定については、14ページ、webインターフェース を参照してください。

カメラの初期設定を行う際にシーンプロファイルを選択できます。シーンプロファイルは、後から選択や変更
することもできます。

1. [VideoVideoVideo >>> ImageImageImage >>> AppearanceAppearanceAppearance (((ビビビデデデオオオ >>> 画画画像像像 >>> 外外外観観観)))] に移動します。

2. [SceneSceneScene profileprofileprofile (((シシシーーーンンンプププロロロフフファァァイイイルルル)))] に移動し、プロファイルを選択します。

露出モードを選択する
監視カメラのシーンに合わせて画質を向上させるには、露出モードを使用します。露出モードでは、開口、
シャッター、ゲインを制御できます。[VideoVideoVideo (((ビビビデデデオオオ))) >>> ImageImageImage (((画画画像像像))) >>> ExposureExposureExposure (((露露露出出出)))] に移動し、以下の
露出モードから選択します。

• ほとんどの用途では、[AutomaticAutomaticAutomatic (((自自自動動動)))] 露出を選択します。

• 蛍光灯など、特定の人工照明がある環境では、[FlickerFlickerFlicker ---freefreefree (((ちちちらららつつつききき防防防止止止)))] を選択します。

電源周波数と同じ周波数を選択します。

• 蛍光灯照明がある夜間の屋外や太陽光が射す日中の屋外など、特定の人工照明や明るい光がある環境で
は、[FlickerFlickerFlicker ---reducedreducedreduced (((ちちちらららつつつききき低低低減減減)))] を選択します。

電源周波数と同じ周波数を選択します。

• 現在の露出設定を固定するには、[HoldHoldHold currentcurrentcurrent (((現現現在在在ののの状状状態態態ででで固固固定定定)))] を選択します。

低照度環境でノイズを減らす
低照度の条件下でノイズを少なくするために、以下のうち1つ以上の設定ができます。

• ノイズと動きによる画像のブレの間のトレードオフを調整します。[SettingsSettingsSettings >>> ImageImageImage >>> ExposureExposureExposure (((設設設定定定
>>> 画画画像像像 >>> 露露露出出出)))] に移動し、[BlurBlurBlur---noisenoisenoise tradetradetrade---offoffoff (((ブブブレレレとととノノノイイイズズズのののトトトレレレーーードドドオオオフフフ)))] スライダーを [LowLowLow
noisenoisenoise (((低低低ノノノイイイズズズ)))] の方に動かします。
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• [露出モード] を [自動] に設定します。

注
最大シャッター値が高いと、動きによる画像のブレが生じる場合があります。

• シャッター速度を遅くするには、最大シャッターをできるだけ大きな値に設定します。

注
最大ゲインを下げると、画像が暗くなる場合があります。

• 最大ゲインをより低い値に設定します。

• 可能であれば、開口部を開きます。

• [Video[Video[Video (((ビビビデデデオオオ)])])] >>> [Image[Image[Image (((画画画像像像)])])] >>> [Appearance[Appearance[Appearance (((外外外観観観)])])] で、画像のシャープネスを下げます。

低光量下で動きによる画像のブレを減らす
低光量の条件下で画像のブレを少なくするために、[VideoVideoVideo (((ビビビデデデオオオ))) >>> ImageImageImage (((画画画像像像))) >>> ExposureExposureExposure (((露露露出出出)))] で次の1つ
以上の設定を調整することができます。

• [BlurBlurBlur---noisenoisenoise tradetradetrade---offoffoff (((ブブブレレレとととノノノイイイズズズのののトトトレレレーーードドドオオオフフフ)))] スライダーを [LowLowLow motionmotionmotion blurblurblur (((動動動きききににによよよるるる画画画像像像ののの
ブブブレレレががが少少少ななないいい)))] 方向に動かします。

注
ゲインを大きくすると、画像のノイズが多くなります。

• [MaxMaxMax shuttershuttershutter (((最最最大大大シシシャャャッッッタタターーー)))] を短い時間に設定し、[MaxMaxMax gaingaingain (((最最最大大大ゲゲゲイイインンン)))] をより高い値に設
定します。

それでも動きによる画像のブレに問題がある場合は、

• シーン内の光源レベルを上げます。

• 物体が横向きではなく、カメラの方へ移動するか、カメラから離れるように移動するようにカメラを
取り付けます。

注
開口が大きなレンズを使用すると、被写界深度は浅くなります。

• 開口が大きいレンズに変更します。

逆光の強いシーンを処理する
ダイナミックレンジとは、画像内の明るさのレベルの差のことです。最も暗い部分と最も明るい部分の差がかな
り大きい場合があります。その場合、暗い部分か明るい部分の画像だけが見えることがよくあります。ワイドダイ
ナミックレンジ (WDR) を使用すると、画像の暗い部分と明るい部分の両方が見えるようになります。
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WDRを使用していない画像。

WDRを使用している画像。

注
• WDRを使用すると、画像にノイズが発生することがあります。
• WDRは、一部のキャプチャーモードでは使用できない場合があります。

1. [SettingsSettingsSettings >>> ImageImageImage >>> WideWideWide dynamicdynamicdynamic rangerangerange (((設設設定定定 >>> 画画画像像像 >>> ワワワイイイドドドダダダイイイナナナミミミッッックククレレレンンンジジジ)))] に移動します。

2. [WDR (ワイドダイナミックレンジ)] をオンにします。

3. [LocalLocalLocal contrastcontrastcontrast (((ロロローーーカカカルルルコココンンントトトラララススストトト)))] スライダーを使用して、WDRの量を調整します。

4. [TTToneoneone mappingmappingmapping (((トトトーーーンンンマママッッッピピピンンングググ)))] スライダーを使用して、WDRの量を調整します。

5. それでも問題が発生する場合は、[ExposureExposureExposure (((露露露出出出)))] に移動して [ExposureExposureExposure zonezonezone (((露露露出出出エエエリリリアアア)))] を調整し、
対象範囲をカバーします。

WDRとその使用方法の詳細については、axis.com/web-articles/wdrをご覧ください。

細長いエリアを監視する
階段、廊下、道路またはトンネルなどの細長いエリアにおける視野をすべてよりよく活用するためには、
Corridor Formatを使用します。
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1. 装置によって、カメラまたはカメラの3軸レンズの向きを90°または270°回転します。

2. 装置が視野の自動回転を行わない場合は、[VideoVideoVideo >>> InstallationInstallationInstallation (((ビビビデデデオオオ >>> イイインンンススストトトーーールルル)))] の順に移
動します。

3. 視野を90°または270°回転させます。

プライバシーマスクで画像の一部を非表示にする
1つ以上のプライバシーマスクを作成して、画像の一部を隠すことができます。

1. [VideoVideoVideo (((ビビビデデデオオオ))) >>> PrivacyPrivacyPrivacy masksmasksmasks (((プププララライイイバババシシシーーーマママスススククク)))] に移動します。

2. をクリックします。

3. 新しいマスクをクリックし、名前を入力します。

4. 必要に応じて、プライバシーマスクのサイズと位置を調整します。

5. すべてのプライバシーマスクの色を変更するには、[PrivacyPrivacyPrivacy masksmasksmasks (((プププララライイイバババシシシーーーマママスススククク)))] をクリック
し、色を選択します。

46ページプライバシーマスク も参照してください

画像オーバーレイを表示する
ビデオストリームのオーバーレイとして画像を追加することができます。

1. [VideoVideoVideo >>> OverlaysOverlaysOverlays (((ビビビデデデオオオ >>> オオオーーーバババーーーレレレイイイ)))] に移動します。

2. [ImageImageImage (((画画画像像像)))] を選択し、 をクリックします。

3. [ImagesImagesImages (((画画画像像像)))] をクリックします。

4. 画像をドラッグアンドドロップします。

5. [UploadUploadUpload (((アアアッッップププロロローーードドド)))] をクリックします。

6. [ManageManageManage overlayoverlayoverlay (((オオオーーーバババーーーレレレイイイののの管管管理理理)))] をクリックします。

7. 画像と位置を選択します。ライブビューのオーバーレイ画像をドラッグして位置を変更することも
できます。
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カメラビューを調整する (PTZ)
パン/チルト/ズームのさまざまな設定の詳細については、46ページパン、チルト、ズーム (PTZ) を参照して
ください。

プリセットポジションを含むガードツアーを作成する
ガードツアーを使用して、さまざまなプリセットポジションからのビデオストリームを、設定した時間中、あら
かじめ決められた順序またはランダムな順序で表示することができます。

1. [PTZPTZPTZ >>> GuardGuardGuard tourstourstours (PTZ(PTZ(PTZ >>> ガガガーーードドドツツツアアアーーー)))] に移動します。

2. [GuardGuardGuard tourtourtour (((ガガガーーードドドツツツアアアーーー)))] をクリックします。

3. [PresetPresetPreset positionpositionposition (((プププリリリセセセッッットトトポポポジジジシシショョョンンン)))] を選択し、[CreateCreateCreate (((作作作成成成)))] をクリックします。

4. [GeneralGeneralGeneral settingssettingssettings (((一一一般般般設設設定定定)))] で次の設定を行います。

- ガードツアーの名前を入力して、各ツアー間の一時停止の長さを指定します。

- ガードツアーがランダムな順番でプリセットポジションに移動するように指定するには、[PlayPlayPlay
guardguardguard tourtourtour ininin randomrandomrandom orderorderorder (((ガガガーーードドドツツツアアアーーーをををララランンンダダダムムムななな順順順番番番ででで再再再生生生すすするるる)))] をオンにします。

5. [StepStepStep settingssettingssettings (((ススステテテッッップププののの設設設定定定)))] で次の設定を行います。

- プリセットの継続時間を設定します。

- 次のプリセットポジションに移動する速度を制御する移動速度を設定します。

6. [PresetPresetPreset positionspositionspositions (((プププリリリセセセッッットトトポポポジジジシシショョョンンン)))] に移動します。

6.1 ガードツアーに追加するプリセットポジションを選択します。

6.2 ビューの順序エリアにドラッグし、[DoneDoneDone (((完完完了了了)))] をクリックします。

7. ガードツアーのスケジュールを設定するには、[SystemSystemSystem >>> EventsEventsEvents (((シシシススステテテムムム >>> イイイベベベンンントトト)))] に移動します。

ビデオを表示する、録画する
このセクションでは、デバイスの設定について説明します。ストリーミングとストレージの動作の詳細につ
いては、47ページストリーミングとストレージ を参照してください。

帯域幅とストレージ容量を削減する
重要

帯域幅を削減すると、画像の詳細が失われる場合があります。

1. [VideoVideoVideo (((ビビビデデデオオオ))) >>> StreamStreamStream (((ススストトトリリリーーームムム)))] に移動します。

2. ライブビューで、 をクリックします。

3. [VideoVideoVideo formatformatformat (((ビビビデデデオオオ形形形式式式))) H.264H.264H.264] を選択します。

4. [VideoVideoVideo >>> StreamStreamStream >>> GeneralGeneralGeneral (((ビビビデデデオオオ >>> ススストトトリリリーーームムム))) >>> 一一一般般般)))] に移動し、[CompressionCompressionCompression (((圧圧圧縮縮縮率率率)))] を
上げます。

5. [VideoVideoVideo >>> StreamStreamStream >>> ZipstreamZipstreamZipstream (((ビビビデデデオオオ >>> ススストトトリリリーーームムム >>> Zipstream)Zipstream)Zipstream) ] に移動し、以下の1つまたは複数
の手順を実行します。
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注
[ZipstreamZipstreamZipstream ] 設定はH.264とH.265の両方で使用されます。

- 使用するZipstreamのStrengthStrengthStrength (((強強強度度度)))を選択します。

- [OptimizeOptimizeOptimize forforfor storagestoragestorage (((ススストトトレレレーーージジジ用用用ににに最最最適適適化化化)))] をオンにします。この機能は、VMSがBフレーム
をサポートしている場合のみ使用できます。

- [DynamicDynamicDynamic FPSFPSFPS (((ダダダイイイナナナミミミッッックククFPS)FPS)FPS)] をオンにする。

- [DynamicDynamicDynamic GOPGOPGOP (((ダダダイイイナナナミミミッッックククgroupgroupgroup ofofof pictures)pictures)pictures) ] をオンにし、GOP長を高い [UpperUpperUpper limitlimitlimit
(((上上上限限限)))] に設定する。

注
ほとんどのWebブラウザはH.265のデコードに対応していないため、装置はwebインターフェースでH.265
をサポートしていません。その代わり、H.265デコーディングに対応したビデオ管理システムやアプリ
ケーションを使用できます。

ネットワークストレージを設定する
ネットワーク上に録画を保存するには、以下のようにネットワークストレージを設定する必要があります。

1. [SystemSystemSystem >>> StorageStorageStorage (((シシシススステテテムムム >>> ススストトトレレレーーージジジ)))] に移動します。

2. [NetworkNetworkNetwork storagestoragestorage (((ネネネッッットトトワワワーーークククススストトトレレレーーージジジ)))] で [ AddAddAdd networknetworknetwork storagestoragestorage (((ネネネッッットトトワワワーーークククススストトトレレレーーージジジ
ををを追追追加加加)))] をクリックします。

3. ホストサーバーのIPアドレスを入力します。

4. [NetworkNetworkNetwork ShareShareShare (((ネネネッッットトトワワワーーーククク共共共有有有)))] で、ホストサーバー上の共有場所の名前を入力します。

5. ユーザー名とパスワードを入力します。

6. SMBバージョンを選択するか、[AutoAutoAuto (((自自自動動動)))] のままにします。

7. 一時的な接続の問題が発生し場合や、共有がまだ設定されていない場合に接続が失敗した場合は、[AddAddAdd
shareshareshare eveneveneven ififif connectionconnectionconnection failsfailsfails (((接接接続続続テテテススストトトののの失失失敗敗敗時時時でででももも共共共有有有ををを追追追加加加すすするるる)))] をオンにします。

8. [[Add[Add[Add (((追追追加加加)])])]] をクリックします。

ビデオを録画して見る
カカカメメメラララかかかららら直直直接接接ビビビデデデオオオををを録録録画画画すすするるる

1. [VideoVideoVideo (((ビビビデデデオオオ))) >>> ImageImageImage (((画画画像像像)))] に移動します。

2. 録画を開始するには、 をクリックします。

ストレージを設定していない場合は、 [Set up (設定)] をクリックします。ネットワークスト
レージの設定手順については、次を参照してください: 10ページネットワークストレージを設定する

3. 録画を停止するには、もう一度 をクリックします。

ビビビデデデオオオををを見見見るるる

1. [RecordingsRecordingsRecordings (((録録録画画画)))] に移動します。
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2. リスト内で録画の をクリックします。

イベントのルールを設定する
特定のイベントが発生したときにデバイスにアクションを実行させるように、ルールを作成することができま
す。ルールは条件とアクションで構成されます。条件を使用して、アクションをトリガーすることができます。た
とえば、デバイスは動きを検知したときに、録画を開始したり、電子メールを送信したりすることができ、デバイ
スが録画をしている間にオーバーレイテキストを表示することができます。

詳細については、ガイド「イベントのルールの使用開始」を参照してください。

アクションをトリガーする
1. [SystemSystemSystem >>> EventsEventsEvents (((シシシススステテテムムム >>> イイイベベベンンントトト)))] に移動し、ルールを追加します。このルールでは、装置が特定

のアクションを実行するタイミングを定義します。ルールは、スケジュールや繰り返しとして設定す
ることも、手動でトリガーするように設定することもできます。

2. [NameNameName (((名名名前前前)))] に入力します。

3. アクションをトリガーするために満たす必要がある [ConditionConditionCondition (((条条条件件件)))] を選択します。ルールに複数の条
件を指定した場合は、すべての条件が満たされたときにアクションがトリガーされます。

4. 条件が満たされたときに装置が実行する [ActionActionAction (((アアアクククシシショョョンンン)))] を選択します。

注
アクティブなルールを変更する場合は、ルールを再度オンにして変更内容を有効にする必要があります。

注
ルールに使用されたストリームプロファイルの定義を変更する場合は、そのストリームプロファイルを使
用するすべてのルールを再起動する必要があります。

カメラが物体を検知したときにビデオを録画する
この例では、カメラが物体を検知したときにSDカードへの録画を開始するようにカメラを設定する方法について
説明します。録画には、検知開始前の5秒と検知終了後の1分の映像が含まれます。

開始する前に:

• SDカードが装着されていることを確認します。

1. アプリケーションが実行されていない場合は、起動します。

2. ニーズに合わせてアプリケーションを設定していることを確認します。

ルールを作成する:

1. [SystemSystemSystem (((シシシススステテテムムム))) >>> EventsEventsEvents (((イイイベベベンンントトト)))] に移動し、ルールを追加します。

2. ルールの名前を入力します。

3. アクションのリストで、[RecordingsRecordingsRecordings (((録録録画画画)))] の [RecordRecordRecord videovideovideo whilewhilewhile thethethe rulerulerule isisis activeactiveactive (((ルルルーーールルルがががアアアクククテテティィィ
ブブブででであああるるる間間間､､､ビビビデデデオオオををを録録録画画画すすするるる)))] を選択します。

4. ストレージオプションのリストで、[SD_DISKSD_DISKSD_DISK ] を選択します。

5. カメラとストリームプロファイルを選択します。

6. プリトリガー時間を 5秒に設定します。

7. ポストバッファ時間を [1 minute(1分)] に設定します。
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8. [SaveSaveSave (((保保保存存存)))] をクリックします。

装置が物体を検知したときにビデオストリームにテキストオーバーレイを表示する
この例では、装置が物体を検知したときに「動体検知」というテキストを表示する方法を示します。

1. アプリケーションが実行されていない場合は、起動します。

2. ニーズに合わせてアプリケーションを設定していることを確認します。

オーバーレイテキストの追加:

1. [Video[Video[Video (((ビビビデデデオオオ))) >>> OverlaysOverlaysOverlays (((オオオーーーバババーーーレレレイイイ)])])] に移動します。

2. [OverlaysOverlaysOverlays (((オオオーーーバババーーーレレレイイイ)))] で [TTTextextext (((テテテキキキススストトト)))] を選択し、 をクリックします。

3. テキストフィールドに「#D」と入力します。

4. テキストのサイズと外観を選択します。

5. テキストオーバーレイを配置するには、 をクリックしてオプションを選択します。

ルールを作成する:

1. [SystemSystemSystem (((シシシススステテテムムム))) >>> EventsEventsEvents (((イイイベベベンンントトト)))] に移動し、ルールを追加します。

2. ルールの名前を入力します。

3. アクションのリストで [OverlayOverlayOverlay texttexttext (((オオオーーーバババーーーレレレイイイテテテキキキススストトト)))] で、[UseUseUse overlayoverlayoverlay texttexttext (((オオオーーーバババーーーレレレイイイテテテ
キキキススストトトををを使使使用用用すすするるる)))] を選択します。

4. ビデオチャンネルを選択します。

5. [TTTextextext (((テテテキキキススストトト)))] に「動体検知」と入力します。

6. 期間を設定します。

7. [SaveSaveSave (((保保保存存存)))] をクリックします。

注
オーバーレイテキストを更新すると、自動的にすべてのビデオストリームでテキストが動的に更新
されます。

カメラが動きを検知したときにカメラをプリセットポジションに向ける
この例では、画像内の動きを検知したときにプリセットポジションに移動するようにカメラを設定する方法を
示します。

1. アプリケーションが実行されていない場合は、起動します。

2. ニーズに合わせてアプリケーションを設定していることを確認します。

プリセットポジションの追加:

[PTZPTZPTZ] に移動し、プリセットポジションを作成して、カメラを向ける場所を設定します。

ルールの作成:

1. [SystemSystemSystem >>> EventsEventsEvents (((シシシススステテテムムム >>> イイイベベベンンントトト)))] に移動し、ルールを追加します。

2. [name for the rule(ルールの名前)]を入力します。

12



AXIS P3905–R Mk III Dome Camera

デバイスを構成する

3. アクションのリストで、[GoGoGo tototo presetpresetpreset positionpositionposition (((プププリリリセセセッッットトトポポポジジジシシショョョンンンににに移移移動動動すすするるる)))] を選択します。

4. カメラの移動先のプリセットポジションを選択します。

5. [SaveSaveSave (((保保保存存存)))] をクリックします。

レンズにスプレーを吹き付けられた場合に自動的に電子メールを送信する
いたずら検知をアクティブにする:

1. [SystemSystemSystem >>> DetectorsDetectorsDetectors >>> CameraCameraCamera tamperingtamperingtampering (((シシシススステテテムムム >>> 検検検知知知 >>> カカカメメメラララににに対対対すすするるるいいいたたたずずずららら)))] に移動します。

2. [TTTriggerriggerrigger delaydelaydelay (((トトトリリリガガガーーー遅遅遅延延延)))] の値を設定します。この値は、電子メールが送信される前に経過する必
要がある時間を示します。

3. TTTriggerriggerrigger ononon darkdarkdark imagesimagesimages (((暗暗暗いいい画画画像像像でででトトトリリリガガガーーー))) をオンにすると、レンズにスプレーが吹き付けられたり、
覆われたり、フォーカスがぼやけた場合に検知します。

メール送信先を追加する:

4. [SystemSystemSystem >>> EventsEventsEvents >>> RecipientsRecipientsRecipients (((シシシススステテテムムム >>> イイイベベベンンントトト >>> 送送送信信信先先先)))] に移動し、送信先を追加します。

5. 送信先の名前を入力します。

6. [EmailEmailEmail (((電電電子子子メメメーーールルル)))] を選択します。

7. 電子メールの送信先のメールアドレスを入力します。

8. カメラには独自のメールサーバーがないため、電子メールを送信するには別のメールサーバーにログイ
ンする必要があります。メールプロバイダーに従って、残りの情報を入力します。

9. テストメールを送信するには、[TTTestestest (((テテテススストトト)))] をクリックします。

10. [SaveSaveSave (((保保保存存存)))] をクリックします。

ルールを作成する:

11. [SystemSystemSystem >>> EventsEventsEvents >>> RulesRulesRules (((シシシススステテテムムム >>> イイイベベベンンントトト >>> ルルルーーールルル)))] に移動し、ルールを追加します。

12. ルールの名前を入力します。

13. 条件のリストで、[VideoVideoVideo (((ビビビデデデオオオ)))]の[TTTamperingamperingampering (((いいいたたたずずずららら)))]を選択します。

14. [NotificationsNotificationsNotifications (((通通通知知知)))] のアクションのリストで、[SendSendSend notificationnotificationnotification tototo emailemailemail (((電電電子子子メメメーーールルルににに通通通知知知ををを送送送
るるる)))] を選択し、リストから送信先を選択します。

15. 電子メールの件名とメッセージを入力します。

16. [SaveSaveSave (((保保保存存存)))] をクリックします。
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webインターフェース

装置のwebインターフェースにアクセスするには、Webブラウザーで装置のIPアドレスを入力します。

注

このセクションで説明する機能と設定のサポートは、装置によって異なります。このアイコン は、
機能または設定が一部の装置でのみ使用できることを示しています。

メインメニューの表示/非表示を切り取ります。

リリースノートにアクセスします。

製品のヘルプにアクセスします。

言語を変更します。

ライトテーマまたはダークテーマを設定します。

ユーザーメニューは以下を含みます。

• ログインしているユーザーに関する情報。
• ChangeChangeChange accountaccountaccount (((アアアカカカウウウンンントトトののの変変変更更更))): 現在のアカウントからログアウトし、新しいアカ

ウントにログインします。

• LogLogLog outoutout (((ロロログググアアアウウウトトト))): 現在のアカウントからログアウトします。

コンテキストメニューは以下を含みます。

• AnalyticsAnalyticsAnalytics datadatadata (((分分分析析析デデデーーータタタ))): 個人以外のブラウザーデータの共有に同意します。
• フフフィィィーーードドドバババッッッククク: フィードバックを共有して、ユーザーエクスペリエンスの向上に役立てます。
• 法法法的的的情情情報報報: Cookieおよびライセンスについての情報を表示します。
• 詳詳詳細細細情情情報報報: ファームウェアのバージョンとシリアル番号を含む装置情報を表示します。
• LegacyLegacyLegacy devicedevicedevice interfaceinterfaceinterface (((従従従来来来のののデデデバババイイイスススイイインンンタタターーーフフフェェェーーーススス))): 装置のwebインターフェースを従来の

バージョンに変更します。

ステータス
時時時刻刻刻同同同期期期ススステテテーーータタタススス

装置がNTPサーバーと同期しているかどうかや、次の同期までの残り時間など、NTP同期情報を表示します。

NTPNTPNTP settingssettingssettings (NTP(NTP(NTP設設設定定定))): NTP設定を表示および更新します。NTPの設定を変更できる [DateDateDate andandand timetimetime (((日日日付付付ととと時時時
刻刻刻)))] のページに移動します。

装装装置置置情情情報報報

ファームウェアのバージョンとシリアル番号を含む装置情報を表示します。
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UpgradeUpgradeUpgrade firmwarefirmwarefirmware (((フフファァァーーームムムウウウェェェアアアのののアアアッッップププグググレレレーーードドド))): 装置のファームウェアをアップグレードします。
ファームウェアのアップグレードができる [Maintenance (メンテナンス)] ページに移動します。

進進進行行行中中中ののの録録録画画画

進行中の録画と指定されたストレージ容量を表示します。

録録録画画画::: 進行中でフィルター処理された録画とそのソースを表示します。詳細については、24ページ録画
を参照してください。

録画を保存するストレージの空き容量を表示します。

ビデオ

クリックすると、ライブビデオストリームが再生されます。

クリックすると、ライブビデオストリームが静止します。

クリックすると、ライブビデオストリームのスナップショットを撮影できます。ファイル
はご使用のコンピューターの [ダウンロード] フォルダーに保存されます。画像ファイル名は、
[snapshot_YYYY_MM_DD_HH_MM_SS.jpg] です。スナップショットの実際のサイズは、スナップショットを受
け取るWebブラウザーエンジンから適用される圧縮レベルによって異なります。したがって、スナップショッ
トのサイズは、装置で設定されている実際の圧縮設定とは異なる場合があります。

クリックすると、I/O出力ポートが表示されます。スイッチを使ってポートの回路を開閉し、外部装
置のテストなどを行います。

クリックして手動で赤外線照明を点灯または消灯します。

クリックして手動で白色光を点灯または消灯します。

クリックして画面上のコントロールにアクセスします。

• PredefinedPredefinedPredefined controlscontrolscontrols (((既既既定定定のののコココンンントトトロロローーールルル))): オンにすると、使用可能な画面上のコントロール
が有効になります。

• CustomCustomCustom controlscontrolscontrols (((カカカスススタタタムムムコココンンントトトロロローーールルル))): [AddAddAdd customcustomcustom controlcontrolcontrol (((カカカスススタタタムムムコココンンントトトロロローーールルルののの
追追追加加加)))] をクリックして、画面上のコントロールを追加します。

ウォッシャーを開始します。シーケンスが始まると、カメラは設定された位置に移動し、洗浄スプ
レーが噴射されます。洗浄シーケンスがすべて終了すると、カメラは元の位置に戻ります。このアイコン
は、ウォッシャーが接続され設定されている場合にのみ表示されます。

ワイパーを開始します。

ライブビューのプリセットポジションに移動するには、プリセットポジションをクリックして選択
します。または、[SetupSetupSetup (((設設設定定定)))] をクリックしてプリセットポジションページに移動します。
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フォーカスリコールエリアを追加または削除します。フォーカスリコールエリアを追加する
と、カメラは指定したパン/チルトエリアでフォーカス設定を保存します。フォーカスリコールエリアを設定
して、カメラがライブビューでそのエリアに入ると、カメラは以前に保存したフォーカスをリコールしま
す。エリアの半分だけでも、カメラはフォーカスをリコールします。

クリックしてガードツアーを選択し、[StartStartStart (((スススタタターーートトト)))] をクリックしてガードツアーを再生しま
す。または、[SetupSetupSetup (((設設設定定定)))] をクリックしてガードツアーページに移動します。

クリックして、選択した時間の間、手動でヒーターをオンにします。

クリックすると、ライブビデオストリームの連続録画が開始します。録画を停止するには、もう一度ク
リックします。録画が進行中の場合、再起動後に自動的に再開されます。

クリックすると、装置に設定されているストレージが表示されます。ストレージを設定するには管
理者権限が必要です。

クリックすると、その他の設定にアクセスできます。

• VideoVideoVideo formatformatformat (((ビビビデデデオオオ形形形式式式))): ライブビューで使用するエンコード方式を選択します。
• ClientClientClient streamstreamstream informationinformationinformation (((クククララライイイアアアンンントトトススストトトリリリーーームムムののの情情情報報報))): オンにすると、ライブビデオストリー

ムを表示するブラウザーで使用されるビデオストリームの動的な情報が表示されます。ビットレー
トの情報は、情報源が異なるため、テキストオーバーレイで表示される情報とは異なります。ク
ライアントのストリーム情報に含まれるビットレートは、最後の1秒間のビットレートであり、
装置のエンコーディングドライバーから取得される数値です。オーバーレイのビットレートは、
過去5秒間の平均ビットレートであり、ブラウザーから提供されます。どちらの値も、rawビデオ
ストリームのみを対象としており、UDP/TCP/HTTPを介してネットワーク上で転送される際に
発生する追加の帯域幅は含まれていません。

• AdaptiveAdaptiveAdaptive streamstreamstream (((適適適応応応ススストトトリリリーーームムム))): オンにすると、表示クライアントの実際のディスプレイ解像度に
画像解像度が適応し、ユーザーエクスペリエンスが向上し、クライアントのハードウェアの過負荷を
防ぐことができます。適応ストリームが適用されるのは、ブラウザーを使用してwebインターフェー
スにライブビデオストリームを表示しているときだけです。適応ストリームをオンにすると、最大フ
レームレートは30フレーム/秒になります。適応ストリームをオンにしている間にスナップショット
を撮影すると、そのスナップショットには、適応ストリームで選択した画像解像度が使用されます。

• LevelLevelLevel gridgridgrid (((レレレベベベルルルグググリリリッッッドドド))): をクリックすると、レベルグリッドが表示されます。この
グリッドは、画像が水平方向に配置されているかどうかを判断するのに役立ちます。非表示にす

るには、 をクリックします。

• PixelPixelPixel countercountercounter (((ピピピクククセセセルルルカカカウウウンンンタタターーー))): をクリックすると、ピクセルカウンターが表示されま
す。ボックスをドラッグしてサイズを変更し、対象範囲を含めます。[WidthWidthWidth (((幅幅幅)))] と [HeightHeightHeight (((高高高さささ)))]
フィールドでボックスのピクセルサイズを定義することもできます。

• RefreshRefreshRefresh (((更更更新新新))): をクリックすると、ライブビューの静止画像を更新できます。

• PTZPTZPTZ controlscontrolscontrols (PTZ(PTZ(PTZコココンンントトトロロローーールルル))) : オンにすると、PTZコントロールがライブビューに表示
されます。

クリックすると、ライブビューがフル解像度で表示されます。フル解像度が画面サイズより大きい場合
は、小さい画像を使って画像内を移動してください。

クリックすると、ライブビデオストリームが全画面表示されます。全画面モードを終了するには、
Esc キーを押します。
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設置

CaptureCaptureCapture modemodemode (((キキキャャャプププチチチャャャーーーモモモーーードドド))) : キャプチャーモードは、カメラが画像をキャプチャーする方法を
定義するプリセット設定です。キャプチャーモードを変更すると、ビューエリアやプライバシーマスクなど、
他の多くの設定に影響を与える場合があります。

MountingMountingMounting positionpositionposition (((取取取りりり付付付けけけ位位位置置置))) : カメラのマウント方法によって、画像の向きが変わる場合が
あります。

PowerPowerPower linelineline frequencyfrequencyfrequency (((電電電源源源周周周波波波数数数))): 画像のちらつきを最小限に抑えるために、お使いの地域で使用されてい
る周波数を選択してください。アメリカ地域では、通常60 Hzが使用されています。世界の他の部分では、
ほとんどの場合50 Hzで使用されています。お客様の地域の電源周波数がわからない場合は、地方自治体
に確認してください。

RotateRotateRotate (((回回回転転転))): 画像の向きを選択できます。

画像
外外外観観観

SceneSceneScene profileprofileprofile (((シシシーーーンンンプププロロロフフファァァイイイルルル))) : 監視シナリオに適したシーンプロファイルを選択します。シーンプ
ロファイルは、カラーレベル、輝度、シャープネス、コントラスト、ローカルコントラストなどの画像設定
を、特定の環境や目的に合わせて最適化します。

• フフフォォォレレレンンンジジジッッッククク: 監視目的での使用に適したシーンプロファイルです。

• 屋屋屋内内内 : 屋内環境での使用に適したシーンプロファイルです。

• 屋屋屋外外外 : 屋外環境での使用に適したシーンプロファイルです。
• ビビビビビビッッッドドド: デモ目的での使用に最適なシーンプロファイルです。
• TTTrafficrafficraffic overviewoverviewoverview (((トトトラララフフフィィィッッックククオオオーーーバババーーービビビュュューーー))): 車両の交通監視に適したシーンプロファイルです。

SaturationSaturationSaturation (((彩彩彩度度度))): スライダーを使用して色の強さを調整します。たとえば、グレースケール画像にするこ
とができます。

ContrastContrastContrast (((コココンンントトトラララススストトト))): スライダーを使用して、明暗の差を調整します。

BrightnessBrightnessBrightness (((輝輝輝度度度))): スライダーを使用して光の強度を調整します。これにより、物体が見やすくなります。輝度
は画像キャプチャーの後で適用され、画像内の情報には影響しません。暗い場所でより詳細に表示するに
は、ゲインや露光時間を増やすのが一般的です。
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SharpnessSharpnessSharpness (((シシシャャャーーープププネネネススス))): スライダーを使ってエッジのコントラストを調整することで、画像内の物体をよ
りシャープに見せることができます。シャープネスを上げると、ビットレートが上がり、必要なストレー
ジ容量も増加する可能性があります。

ワワワイイイドドドダダダイイイナナナミミミッッックククレレレンンンジジジ

WDRWDRWDR : 画像の暗い部分と明るい部分の両方が見えるようにする場合にオンにします。

LocalLocalLocal contrastcontrastcontrast (((ロロローーーカカカルルルコココンンントトトラララススストトト))) : スライダーで画像のコントラストを調整します。値が大きいほ
ど、暗い部分と明るい部分のコントラストが高くなります。

TTToneoneone mappingmappingmapping (((トトトーーーンンンマママッッッピピピンンングググ))) : スライダーを使用して、画像に適用されるトーンマッピングの量を
調整します。この値を0に設定すると、標準のガンマ補正のみが適用され、この値を大きくすると、画像内の最
も暗い部分と最も明るい部分の可視性が高くなります。

ホホホワワワイイイトトトバババララランンンススス

届いた光の色温度がカメラで検知される場合は、その色がより自然に見えるように画像を調整できます。これで
十分でない場合は、リストから適切な光源を選択できます。

ホワイトバランスの自動設定では、色のゆらぎを抑えるため、ホワイトバランスが緩やかに変更されます。
光源が変わったときや、カメラの電源を初めて投入したときは、新しい光源に適合するまでに最大で30秒か
かります。シーン内に色温度が異なる複数のタイプの光源がある場合は、最も支配的な光源が自動ホワイト
バランスアルゴリズムの基準になります。この動作を変更するには、基準として使用する光源に合った固
定ホワイトバランスの設定を選択してください。
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照照照度度度環環環境境境:

• AutomaticAutomaticAutomatic (((自自自動動動))): 光源の色を自動的に識別し、それに合わせて色を補正します。通常はこの設定をお
勧めします。ほとんどの状況で使用できます。

• AutomaticAutomaticAutomatic --- outdoorsoutdoorsoutdoors (((自自自動動動 --- 屋屋屋外外外))) : 光源の色を自動的に識別し、それに合わせて色を補正し
ます。通常はこの設定をお勧めします。屋外のほとんどの状況で使用できます。

• CustomCustomCustom --- indoorsindoorsindoors (((カカカスススタタタムムム --- 屋屋屋内内内))) : 蛍光灯以外の人工照明がある部屋向けの固定カラー調
整。通常の色温度が約2800 Kの場合に適しています。

• CustomCustomCustom --- outdoorsoutdoorsoutdoors (((カカカスススタタタムムム --- 屋屋屋外外外))) : 色温度が約5500 Kの晴天気象条件向けの固定カラー調整。
• FixedFixedFixed --- fluorescentfluorescentfluorescent 111 (((固固固定定定 --- 蛍蛍蛍光光光灯灯灯1)1)1): 色温度が約4000 Kの蛍光灯向けの固定カラー調整。
• FixedFixedFixed --- fluorescentfluorescentfluorescent 222 (((固固固定定定 --- 蛍蛍蛍光光光灯灯灯2)2)2): 色温度が約3000 Kの蛍光灯向けの固定カラー調整。
• 固固固定定定 --- 屋屋屋内内内: 蛍光灯以外の人工照明がある部屋向けの固定カラー調整。通常の色温度が約2800 Kの場

合に適しています。
• 固固固定定定 --- 屋屋屋外外外111: 色温度が約5500 Kの晴天気象条件向けの固定カラー調整。
• 固固固定定定 --- 屋屋屋外外外222: 色温度が約6500 Kの曇天気象条件向けの固定カラー調整。

• StreetStreetStreet lightlightlight --- mercurymercurymercury (((街街街灯灯灯 --- 水水水銀銀銀灯灯灯))) : 街灯で一般的に使用される水銀灯の紫外線発光に対す
る固定カラー調整。

• StreetStreetStreet lightlightlight --- sodiumsodiumsodium (((街街街灯灯灯 --- ナナナトトトリリリウウウムムム灯灯灯))) : 街灯で一般的に使用されるナトリウム灯の黄
色・黄色を補正する固定カラー調整。

• HoldHoldHold currentcurrentcurrent (((現現現在在在ののの状状状態態態ででで固固固定定定))): 現在の設定を保持し、照度が変化しても補正を行いません。

• ManualManualManual (((手手手動動動))) : 白色の被写体を利用して、ホワイトバランスを修正します。ライブビュー画像
の中で、カメラに白として解釈させる被写体に円をドラッグします。[RedRedRed balancebalancebalance (((レレレッッッドドドバババララランンンススス)))]
と [BlueBlueBlue balancebalancebalance (((ブブブルルルーーーバババララランンンススス)))] スライダーを使用して、ホワイトバランスを手動で調整します。

ExposureExposureExposure (((露露露出出出)))

露出モードを選択すると、さまざまなタイプの光源によって生じるちらつきなど、画像内で急速に変化する不規則
な影響を緩和できます。自動露出モード、または電源ネットワークと同じ周波数を使用することをお勧めします。

ExposureExposureExposure modemodemode (((露露露出出出モモモーーードドド))):

• AutomaticAutomaticAutomatic (((自自自動動動))): カメラが開口、ゲイン、シャッターを自動的に調整します。

• AutomaticAutomaticAutomatic apertureapertureaperture (((自自自動動動開開開口口口))) : カメラが開口とゲインを自動的に調整します。シャッ
ターは固定です。

• AutomaticAutomaticAutomatic shuttershuttershutter (((自自自動動動シシシャャャッッッタタターーー))) : カメラがシャッターとゲインを自動的に調整しま
す。開口は固定です。

• 現現現在在在ののの状状状態態態ででで固固固定定定: 現在の露出設定に固定します。

• FlickerFlickerFlicker ---freefreefree (((ちちちらららつつつききき防防防止止止))) : カメラが開口とゲインを自動的に調整し、次のシャッター速度の
みを使用します。1/50秒 (50 Hz) と1/60秒 (60 Hz)。

• FlickerFlickerFlicker ---freefreefree 505050 HzHzHz (((ちちちらららつつつききき防防防止止止 (50(50(50 Hz))Hz))Hz)) : カメラが開口とゲインを自動的に調整し、シャッ
ター速度は1/50秒を使用します。

• FlickerFlickerFlicker ---freefreefree 606060 HzHzHz (((ちちちらららつつつききき防防防止止止 (60(60(60 Hz))Hz))Hz)) : カメラが開口とゲインを自動的に調整し、シャッ
ター速度は1/60秒を使用します。

• FlickerFlickerFlicker ---reducedreducedreduced (((ちちちらららつつつききき低低低減減減))) : これはちらつき防止と同じですが、明るいシーンでは1/100
秒 (50 Hz) および1/120秒 (60 Hz) より速いシャッター速度を使用できます。
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• FlickerFlickerFlicker ---reducedreducedreduced 505050 HzHzHz (((ちちちらららつつつききき低低低減減減 (50(50(50 Hz))Hz))Hz)) : ちらつき防止と同じですが、明るいシーンでは
1/100秒より速いシャッター速度を使用できます。

• FlickerFlickerFlicker ---reducedreducedreduced 606060 HzHzHz (((ちちちらららつつつききき低低低減減減 (60(60(60 Hz))Hz))Hz)) : ちらつき防止と同じですが、明るいシーンでは
1/120秒より速いシャッター速度を使用できます。

• ManualManualManual (((手手手動動動))) : 開口、ゲイン、シャッターは固定です。

ExposureExposureExposure zonezonezone (((露露露出出出エエエリリリアアア))) : 露出エリアを使用すると、入口のドアの前のエリアなど、シーンの選
択した部分の露出を最適化できます。

注
露出エリアは元の画像 (回転していない状態) に関連付けられているため、エリアの名前が元の画像に適
用されます。つまり、たとえばビデオストリームが90°回転した場合、ストリーム内のゾーンの [UpperUpperUpper
(((上上上)))] は [RightRightRight (((右右右)))] になり、[LeftLeftLeft (((左左左)))」は「LowerLowerLower (((下下下)))」になります。

• AutomaticAutomaticAutomatic (((自自自動動動))): ほとんどの状況に適しています。
• 中中中央央央: 画像の中央部の固定エリアを使用して露出が計算されます。このエリアは、ライブビュー内で

サイズと位置が固定されています。

• FullFullFull (((全全全画画画面面面))) : ライブビュー全体を使用して露出が計算されます。

• UpperUpperUpper (((上上上))) : 画像の上部にあるサイズと位置が固定されたエリアを使用して露出が計算
されます。

• LowerLowerLower (((下下下))) : 画像の下部にあるサイズと位置が固定されたエリアを使用して露出が計算
されます。

• LeftLeftLeft (((左左左))) : 画像の左にあるサイズと位置が固定されたエリアを使用して露出が計算されます。

• RightRightRight (((右右右))) : 画像の右にあるサイズと位置が固定されたエリアを使用して露出が計算されます。
• スススポポポッッットトト: ライブビュー内にあるサイズと位置が固定されたエリアを使用して露出が計算されます。
• CustomCustomCustom (((カカカスススタタタムムム))): ライブビュー内の一部のエリアを使用して露出が計算されます。エリアのサイ

ズと位置を調整できます。
最最最大大大シシシャャャッッッタタターーー: 最良の画質が得られるように、シャッター速度を選択します。シャッター速度が遅いと (露出
が長いと)、動きがあるときに動きによる画像のブレが生じることがあり、シャッター速度が速すぎると画質に
影響を与えることがあります。最大ゲインで最大シャッターが機能すると、画質が向上します。

MaxMaxMax gaingaingain (((最最最大大大ゲゲゲイイインンン))): 適切な最大ゲインを選択します。最大ゲインを増やすと、暗い画像で細部を確認できる
レベルは向上しますが、ノイズレベルも増加します。ノイズが多くなると、帯域幅とストレージの使用も多く
なる可能性があります。最大ゲインを高い値に設定した場合、昼と夜で照明環境がかなり異なっていると、画
像が大きく変化する可能性があります。最大シャッターで最大ゲインが機能すると、画質が向上します。

MotionMotionMotion ---adaptiveadaptiveadaptive exposureexposureexposure (((動動動ききき適適適応応応露露露出出出))) : 低光量下で動きによる画像のブレを減らす場合に選
択します。

BlurBlurBlur---noisenoisenoise tradetradetrade---offoffoff (((ブブブレレレとととノノノイイイズズズのののトトトレレレーーードドドオオオフフフ))): スライダーを使用して動きによる画像のブレとノイズの間
で優先度を調整します。動く物体の細部が不鮮明になっても、帯域幅の使用とノイズが少ないことを優先する
場合は、このスライダーを [低低低ノノノイイイズズズ] の方に移動します。帯域幅の使用とノイズが多くなっても、動く物体の
細部を鮮明に保つことを優先する場合は、スライダーを [動動動きききににによよよるるる画画画像像像のののブブブレレレががが少少少ななないいい] の方に移動します。

注
露出の変更は、露出時間を調整して行うこともゲインを調整しても行うこともできます。露出時間を長
くすると動きによる画像のブレが増し、ゲインを大きくするとノイズが増えます。[BlurBlurBlur---noisenoisenoise tradetradetrade---offoffoff
(((ブブブレレレとととノノノイイイズズズのののトトトレレレーーードドドオオオフフフ)))] を [LowLowLow noisenoisenoise (((低低低ノノノイイイズズズ)))] 側に調整した場合、自動露出にするとゲイン
を上げることよりも露出時間を長くすることが優先され、トレードオフを [LowLowLow motionmotionmotion blurblurblur (((動動動きききににによよよるるる
画画画像像像のののブブブレレレががが少少少ななないいい)))] 側に調整するとその逆になります。低光量の条件下では、設定された優先度にか
かわらず、最終的にはゲインと露出時間の両方が最大値に達します。
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LockLockLock apertureapertureaperture (((開開開口口口のののロロロッッッククク))) : オンにすると、[ApertureApertureAperture (((開開開口口口)))] スライダーで設定された開口サイズが維
持されます。オフにすると、開口サイズをカメラで自動的に調整できます。たとえば、点灯した状態が継続し
ているシーンで開口をロックすることができます。

ApertureApertureAperture (((開開開口口口))) : スライダーを使用して開口サイズ (レンズからどれだけ光を取り込むか) を調整しま
す。暗い場所でより多くの光をセンサーに取り込み、より明るい画像を得るには、スライダーを [OpenOpenOpen (((開開開
くくく)))] 方向に移動します。開口を開くと被写界深度は減少し、カメラの近くまたは遠くにある物体はフォー
カスが合っていないように見える可能性があります。画像のフォーカスを拡大するには、スライダーを
[ClosedClosedClosed (((閉閉閉じじじるるる)))] 方向に移動します。

露露露出出出レレレベベベルルル: スライダーを使用して画像の露出を調整します。

DefogDefogDefog (((デデデフフフォォォッッッグググ))) : オンにすると、霧の影響を検知して自動的に霧を除去するため、より鮮明な画像
が得られます。

注
コントラストが低い、光のレベルの変動が大きい、オートフォーカスがわずかにオフの場合は、[DefogDefogDefog
(((デデデフフフォォォッッッグググ)))] をオンにすることをお勧めします。その場合は、映像のコントラストが増大するなど、
画質に影響することがあります。また、光量が多すぎる場合にも、デフォッグがオンになると画質
に悪影響が出るおそれがあります。

ストリーム
一一一般般般

ResolutionResolutionResolution (((解解解像像像度度度))): 監視シーンに適した画像の解像度を選択します。解像度が高いと、必要な帯域幅とス
トレージ容量が増大します。

FrameFrameFrame rateraterate (((フフフレレレーーームムムレレレーーートトト))): ネットワーク上の帯域幅の問題を避けるため、またはストレージサイズを削減
するために、フレームレートを固定値に制限できます。フレームレートをゼロのままにすると、フレーム
レートは現在の状況で可能な最大値となります。フレームレートを高くすると、より多くの帯域幅とスト
レージ容量が必要になります。

CompressionCompressionCompression (((圧圧圧縮縮縮))): スライダーを使用して画像の圧縮率を調整します。圧縮率が高いほどビットレートが
低くなり、画質が低下します。圧縮率が低いと画質が向上しますが、録画時により多くの帯域幅とスト
レージを必要とします。

SignedSignedSigned videovideovideo (((署署署名名名付付付きききビビビデデデオオオ))) : オンにすると、署名付きビデオ機能がビデオに追加されます。署名付き
ビデオは、ビデオに暗号化署名を追加することでビデオをいたずらから保護します。

ZipstreamZipstreamZipstream (Zipstream(Zipstream(Zipstream テテテクククノノノロロロジジジーーー)))

Zipstreamテクノロジーはビデオ監視用に最適化されたビットレート低減テクノロジーで、H.264またはH.265スト
リームの平均ビットレートをリアルタイムで低減します。Axis Zipstream テクノロジーは、動く物体を含むシーン
など、画像内に関心領域が複数あるシーンに対して高いビットレートを適用します。シーンがより静的であれば、
Axis Zipstream テクノロジーは低いビットレートを適用し、ストレージの使用量を削減します。詳細については、
「Axis Zipstream テクノロジーによるビットレートの低減」を参照してください。
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ビットレート低減の [StrengthStrengthStrength (((強強強度度度)))] を選択します。

• OffOffOff (((オオオフフフ))): ビットレート低減はありません。
• LowLowLow (((低低低))): ほとんどのシーンで認識できる画質低下なし。これはデフォルトのオプションです。あ

らゆるタイプのシーンでビットレートの低減に使用できます。
• MediumMediumMedium (((中中中))): 一部のシーンでは、動きのない部分など、関心の低い領域でノイズが少なく、ディテー

ルレベルがやや低くなることで、目に見える効果が得られます。
• HighHighHigh (((高高高))): 一部のシーンでは、動きのない部分など、関心の低い範囲でノイズが少なく、ディテール

レベルが低くなることで、目に見える効果が得られます。クラウドに接続された装置やローカルスト
レージを使用する装置にはこのレベルを推奨します。

• HigherHigherHigher (((さささらららににに高高高))): 一部のシーンでは、動きのない部分など、関心の低い範囲でノイズが少なく、
ディテールレベルが低くなることで、目に見える効果が得られます。

• ExtremeExtremeExtreme (((極極極限限限))): 大部分のシーンで目に見える効果が得られます。ビットレートは、可能な限り小さな
ストレージに最適化されています。

OptimizeOptimizeOptimize forforfor storagestoragestorage (((ススストトトレレレーーージジジ用用用ににに最最最適適適化化化すすするるる))): オンにし、画質を維持しながらビットレートを最小限に抑
えます。この最適化は、Webクライアントに表示されるストリームには適用されません。この機能は、VMSがB
フレームをサポートしている場合のみ使用できます。[OptimizeOptimizeOptimize forforfor storagestoragestorage (((ススストトトレレレーーージジジ用用用ににに最最最適適適化化化)))] をオンに
すると、[DynamicDynamicDynamic GOPGOPGOP (((ダダダイイイナナナミミミッッックククgroupgroupgroup ofofof pictures)pictures)pictures) ] もオンになります。

DynamicDynamicDynamic FPSFPSFPS (((ダダダイイイナナナミミミッッックククFPS)FPS)FPS) (フレーム/秒): オンにすると、シーン内のアクティビティのレベルに応じて帯
域幅が変化します。動きが多い場合、より多くの帯域幅が必要です。

LowerLowerLower limitlimitlimit (((下下下限限限))): シーンの動きに応じて、最小フレーム/秒とストリームのデフォルトフレーム/秒の間でフ
レームレートを調整するための値を入力します。フレーム/秒が1以下になるような動きの少ないシーンでは、
下限を設定することをお勧めします。

DynamicDynamicDynamic GOPGOPGOP (((ダダダイイイナナナミミミッッッククク groupgroupgroup ofofof pictures)pictures)pictures) : オンにすると、シーン内のアクティビティのレベルに応
じて、I-フレームの間隔が動的に調整されます。

UpperUpperUpper limitlimitlimit (((上上上限限限))): 最大GOP長 (2つのIフレーム間のPフレームの最大数) を入力します。Iフレームは、他のフ
レームとは無関係の自己完結型の画像フレームです。

PPP---framesframesframes (P(P(Pフフフレレレーーームムム))): Pフレームは、前のフレームからの画像の変化のみを示す予測画像です。適切なPフ
レーム数を入力します。値が大きいほど、必要な帯域幅は小さくなります。ただし、ネットワークが輻輳
している場合には、ビデオ画質が著しく劣化する可能性があります。

BitrateBitrateBitrate controlcontrolcontrol (((ビビビッッットトトレレレーーートトト制制制御御御)))

• AverageAverageAverage (((平平平均均均))): より長い時間をかけてビットレートを自動的に調整し、使用可能なストレージに基づ
いて最適な画質を提供する場合に選択します。

- クリックすると、利用可能なストレージ、保存時間、ビットレート制限に基づいて目標
ビットレートが計算されます。

- TTTargetargetarget bitratebitratebitrate (((目目目標標標ビビビッッットトトレレレーーートトト))): 目標とするビットレートを入力します。
- RetentionRetentionRetention timetimetime (((保保保存存存期期期間間間))): 録画を保存する日数を入力します。
- StorageStorageStorage (((ススストトトレレレーーージジジ))): ストリームに使用できるストレージの概算が表示されます。
- MaximumMaximumMaximum bitratebitratebitrate (((最最最大大大ビビビッッットトトレレレーーートトト))): オンにすると、ビットレートの制限が設定されます。
- BitrateBitrateBitrate limitlimitlimit (((ビビビッッットトトレレレーーートトトののの制制制限限限))) : 目標ビットレートより高いビットレートの制限を入力し

てください。
• MaximumMaximumMaximum (((最最最大大大))): オンにすると、ネットワーク帯域幅に基づいてストリームの最大瞬時ビットレー

トが設定されます。
- MaximumMaximumMaximum (((最最最大大大))): 最大ビットレートを入力します。

• VVVariableariableariable (((可可可変変変))): オンにすると、シーン内のアクティビティのレベルに基づいてビットレートが変
化します。動きが多い場合、より多くの帯域幅が必要です。ほとんどの場合、このオプションを
お勧めします。

OrientationOrientationOrientation (((向向向ききき)))
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MirrorMirrorMirror (((ミミミラララーーーリリリンンングググ))): オンにすると画像が反転します。

オーバーレイ

: クリックするとオーバーレイが追加されます。ドロップダウンリストからオーバーレイの種類を次
の中から選択します。

• テテテキキキススストトト: テキストをライブビュー画像に統合し、すべてのビュー、録画、スナップショットに表示
する場合に選択します。独自のテキストを入力することもできます。また、あらかじめ設定された修
飾子を含めることで、時間、日付、フレームレートなどを自動的に表示することもできます。

- : クリックすると、日付の修飾子%Fを追加して、yyyy-mm-ddを表示できます。

- : クリックすると、時間の修飾子%Xを追加して、hh:mm:ss (24時間制) を表示できます。
- ModifiersModifiersModifiers (((修修修飾飾飾子子子))): クリックすると、リストに表示された修飾子から選択して、テキストボッ

クスに追加できます。たとえば、%aを選択すると曜日が表示されます。
- SizeSizeSize (((サササイイイズズズ))): フォントサイズを選択します。
- AppearanceAppearanceAppearance (((外外外観観観))): 黒い背景に白いテキスト (デフォルト) など、背景色とテキストの色を

選択します。

- : 画像内のオーバーレイの位置を選択します。
• ImageImageImage (((画画画像像像))): ビデオストリームに静止画像を重ねて表示する場合に選択します。.bmp、.png、

.jpeg、または.svgファイルを使用できます。
画像をアップロードするには、[ImagesImagesImages (((画画画像像像)))] をクリックします。画像をアップロードする前に、以
下の方法を選択できます。

- ScaleScaleScale withwithwith resolutionresolutionresolution (((解解解像像像度度度ににに伴伴伴ううう拡拡拡大大大///縮縮縮小小小))): 選択すると、解像度に合わせてオーバーレイ
画像のサイズを自動的に変更できます。

- UseUseUse transparencytransparencytransparency (((透透透明明明色色色ををを使使使用用用すすするるる))): その色のRGB 16進値を選択して入力します。RRGGBB
形式を使用します。16進数値の例: FFFFFF - 白、000000 - 黒、FF0000 - 赤、6633FF - 青、
669900 - 緑。.bmp画像の場合のみ。

• StreamingStreamingStreaming indicatorindicatorindicator (((ススストトトリリリーーーミミミンンングググイイインンンジジジケケケーーータタターーー))) : ビデオストリームに重ね合わせてアニ
メーションを表示する場合に選択します。このアニメーションは、シーンに動きがなくても、ビデオ
ストリームがライブであることを示します。

- AppearanceAppearanceAppearance (((外外外観観観))): アニメーションの色と背景色を選択します。たとえば、透明な背景に赤
いアニメーション (デフォルト) などです。

- SizeSizeSize (((サササイイイズズズ))): フォントサイズを選択します。

- : 画像内のオーバーレイの位置を選択します。

ビューエリア

: クリックすると、ビューエリアが作成されます。

表示エリアをクリックすると、設定にアクセスできます。

NameNameName (((名名名前前前))): ビューエリアの名前を入力します。最大長は64文字です。

アアアスススペペペクククトトト比比比: アスペクト比を選択します。解像度は自動的に調整されます。

PTZPTZPTZ: オンにすると、ビューエリアでパン、チルト、ズームの各機能が使用できます。
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プライバシーマスク

: クリックすると、新しいプライバシーマスクを作成できます。

PrivacyPrivacyPrivacy masksmasksmasks (((プププララライイイバババシシシーーーマママスススククク))): クリックすると、すべてのプライバシーマスクの色を変更したり、す
べてのプライバシーマスクを永久に削除したりすることができます。

CellCellCell sizesizesize (((セセセルルルのののサササイイイズズズ))): モザイクカラーを選択すると、プライバシーマスクはピクセルのようなパターンで表
示されます。スライダーを使用して、ピクセルのサイズを変更します。

MaskMaskMask xxx (((マママスススクククx)x)x): クリックすると、マスクの名前変更、無効化、永久削除を行うことができます。

録画

クリックして録画にフィルターを適用します。

FromFromFrom (((開開開始始始))): 特定の時点以降に行われた録画を表示します。

TTTooo (((終終終了了了))): 特定の時点までに行われた録画を表示します。

SourceSourceSource (((ソソソーーーススス))) : ソースに基づいて録画を表示します。ソースはセンサーを指します。

EventEventEvent (((イイイベベベンンントトト))): イベントに基づいて録画を表示します。

StorageStorageStorage (((ススストトトレレレーーージジジ))): ストレージタイプに基づいて録画を表示します。

OngoingOngoingOngoing recordingsrecordingsrecordings (((進進進行行行中中中ののの録録録画画画))): カメラで進行中のすべての録画を表示します。

カメラで録画を開始します。

保存先のストレージ装置を選択します。

カメラでの録画を停止します。

トトトリリリガガガーーーささされれれたたた録録録画画画は、手動で停止したとき、またはカメラがシャットダウンされたときに終了します。

連連連続続続録録録画画画は、手動で停止するまで続行されます。カメラがシャットダウンされた場合でも、録画はカメラが
再起動されるときまで続行されます。

録画を再生します。

録画の再生を停止します。

録画に関する情報とオプションを表示または非表示にします。

SetSetSet exportexportexport rangerangerange (((エエエクククスススポポポーーートトト範範範囲囲囲ののの設設設定定定))): 録画の一部のみをエクスポートする場合は、時間範囲を入
力します。

EncryptEncryptEncrypt (((暗暗暗号号号化化化))): エクスポートする録画のパスワードを設定する場合に選択します。エクスポートしたファイ
ルをパスワードなしで開くことができなくなります。
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クリックすると、録画が削除されます。

ExportExportExport (((エエエクククスススポポポーーートトト))): 録画の全体または一部をエクスポートします。

アプリ

AddAddAdd appappapp (((アアアプププリリリののの追追追加加加))): 新しいアプリをインストールします。

FindFindFind moremoremore appsappsapps (((さささらららにににアアアプププリリリををを探探探すすす))): インストールする他のアプリを見つける。Axisアプリの概要ページ
に移動します。

AllowAllowAllow unsignedunsignedunsigned appsappsapps (((署署署名名名なななしししアアアプププリリリををを許許許可可可))): 署名なしアプリのインストールを許可するには、オンにします。

AllowAllowAllow rootrootroot---privilegedprivilegedprivileged appsappsapps (root(root(root権権権限限限アアアプププリリリののの許許許可可可))): オンにして、root権限を持つアプリに装置へのフルア
クセスを許可します。

AXIS OSおよびACAPアプリのセキュリティ更新プログラムを表示します。

注
複数のアプリを同時に実行すると、装置のパフォーマンスが影響を受ける可能性があります。

アプリ名の横にあるスイッチを使用して、アプリを起動または停止します。

OpenOpenOpen (((開開開くくく))): アプリの設定にアクセスする。利用可能な設定は、アプリケーションよって異なります。一部の
アプリケーションでは設定が設けられていません。

コンテキストメニューに、以下のオプションが1つ以上含まれていることがあります。

• OpenOpenOpen---sourcesourcesource licenselicenselicense (((オオオーーープププンンンソソソーーースススララライイイセセセンンンススス))): アプリで使用されているオープンソースライセ
ンスに関する情報が表示されます。

• AppAppApp logloglog (((アアアプププリリリのののロロログググ))): アプリイベントのログが表示されます。このログは、サポートにご連絡
いただく際に役立ちます。

• キキキーーーににによよよるるるララライイイセセセンンンスススのののアアアクククテテティィィブブブ化化化: アプリにライセンスが必要な場合は、ライセンスを有効にする
必要があります。装置がインターネットにアクセスできない場合は、このオプションを使用します。
ライセンスキーがない場合は、axis.com/products/analyticsにアクセスします。ライセンスキーを生成
するには、ライセンスコードとAxis製品のシリアル番号が必要です。

• ララライイイセセセンンンスススののの自自自動動動アアアクククテテティィィブブブ化化化: アプリにライセンスが必要な場合は、ライセンスを有効にする必要
があります。装置がインターネットにアクセスできる場合は、このオプションを使用します。ライセ
ンスをアクティブ化するには、ライセンスコードが必要です。

• DeactivateDeactivateDeactivate thethethe licenselicenselicense (((ララライイイセセセンンンスススののの非非非アアアクククテテティィィブブブ化化化))): 試用ライセンスから正規ライセンスに変更す
る場合など、別のライセンスと交換するために現在のライセンスを無効にします。ライセンスを
非アクティブ化すると、ライセンスは装置から削除されます。

• SettingsSettingsSettings (((設設設定定定))): パラメーターを設定します。
• DeleteDeleteDelete (((削削削除除除))): 装置からアプリを完全に削除します。ライセンスを最初に非アクティブ化しない

場合、ライセンスはアクティブのままです。

システム

時間と場所
日日日付付付ととと時時時刻刻刻

時刻の形式は、Webブラウザーの言語設定によって異なります。
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注
装置の日付と時刻をNTPサーバーと同期することをお勧めします。

SynchronizationSynchronizationSynchronization (((同同同期期期))): 装置の日付と時刻を同期するオプションを選択します。

• AutomaticAutomaticAutomatic datedatedate andandand timetimetime (manual(manual(manual NTSNTSNTS KEKEKE servers)servers)servers) (((日日日付付付ととと時時時刻刻刻ののの自自自動動動設設設定定定 (((手手手動動動NTSNTSNTS KEKEKEサササーーーバババーーー)))))):
DHCPサーバーに接続された安全なNTPキー確立サーバーと同期します。

- ManualManualManual NTSNTSNTS KEKEKE serversserversservers (((手手手動動動NTSNTSNTS KEKEKEサササーーーバババーーー))): 1台または2台のNTPサーバーのIPアドレス
を入力します。2台のNTPサーバーを使用すると、両方からの入力に基づいて装置が同期
し、時刻を調整します。

• AutomaticAutomaticAutomatic datedatedate andandand timetimetime (NTP(NTP(NTP serversserversservers usingusingusing DHCP)DHCP)DHCP) (((日日日付付付ととと時時時刻刻刻ののの自自自動動動設設設定定定 (DHCP(DHCP(DHCPををを使使使用用用しししたたたNTPNTPNTP
サササーーーバババーーー)))))): DHCPサーバーに接続されたNTPサーバーと同期します。

- FallbackFallbackFallback NTPNTPNTP serversserversservers (((フフフォォォーーールルルバババッッックククNTPNTPNTPサササーーーバババーーー))): 1台または2台のフォールバックサー
バーのIPアドレスを入力します。

• AutomaticAutomaticAutomatic datedatedate andandand timetimetime (manual(manual(manual NTPNTPNTP servers)servers)servers) (((日日日付付付ととと時時時刻刻刻ののの自自自動動動設設設定定定 (((手手手動動動NTPNTPNTPサササーーーバババーーー)))))): 選
択したNTPサーバーと同期します。

- ManualManualManual NTPNTPNTP serversserversservers (((手手手動動動NTPNTPNTPサササーーーバババーーー))): 1台または2台のNTPサーバーのIPアドレスを入力し
ます。2台のNTPサーバーを使用すると、両方からの入力に基づいて装置が同期し、時刻を
調整します。

• CustomCustomCustom datedatedate andandand timetimetime (((日日日付付付ととと時時時刻刻刻のののカカカスススタタタムムム設設設定定定))): 日付と時刻を手動で設定する。[GetGetGet fromfromfrom
systemsystemsystem (((シシシススステテテムムムかかかららら取取取得得得)))] をクリックして、コンピューターまたはモバイル装置から日付と時刻
の設定を1回取得します。

TimeTimeTime zonezonezone (((タタタイイイムムムゾゾゾーーーンンン))): 使用するタイムゾーンを選択します。時刻が夏時間と標準時間に合わせて自
動的に調整されます。

注
システムは、すべての録画、ログ、およびシステム設定で日付と時刻の設定を使用します。

デデデバババイイイスススののの位位位置置置

デバイスの位置を入力します。ビデオ管理システムはこの情報を使用して、マップ上に装置を配置できます。

• LatitudeLatitudeLatitude (((緯緯緯度度度))): 赤道の北側がプラスの値です。
• LongitudeLongitudeLongitude (((経経経度度度))): 本初子午線の東側がプラスの値です。
• 向向向ききき: 装置が向いているコンパス方位を入力します。真北が0です。
• ラララベベベルルル: 分かりやすい装置名を入力します。
• SaveSaveSave (((保保保存存存))): クリックして、装置の位置を保存します。

ネットワーク
IPv4IPv4IPv4

AssignAssignAssign IPv4IPv4IPv4 automaticallyautomaticallyautomatically (IPv4(IPv4(IPv4自自自動動動割割割りりり当当当ててて))): ネットワークルーターに自動的に装置にIPアドレスを割り当てさ
せる場合に選択します。ほとんどのネットワークでは、自動IP (DHCP) をお勧めします。

IPIPIP addressaddressaddress (IP(IP(IPアアアドドドレレレススス))): 装置の固有のIPアドレスを入力します。孤立したネットワークの内部であれば、アドレ
スの重複がないことを条件に、固定IPアドレスを自由に割り当てることができます。アドレスの重複を避けるた
め、固定IPアドレスを割り当てる前に、ネットワーク管理者に連絡することを推奨します。

SubnetSubnetSubnet maskmaskmask (((サササブブブネネネッッットトトマママスススククク))): サブネットマスクを入力して、ローカルエリアネットワーク内部のアドレス
を定義します。ローカルエリアネットワークの外部のアドレスは、ルーターを経由します。

RouterRouterRouter (((ルルルーーータタターーー))): さまざまなネットワークやネットワークセグメントに接続された装置を接続するために使用
するデフォルトルーター (ゲートウェイ) のIPアドレスを入力します。

FallbackFallbackFallback tototo staticstaticstatic IPIPIP addressaddressaddress ififif DHCPDHCPDHCP isn'tisn'tisn't availableavailableavailable (DHCP(DHCP(DHCPががが利利利用用用ででできききななないいい場場場合合合ははは固固固定定定IPIPIPアアアドドドレレレスススにににフフフォォォーーールルル
バババッッックククすすするるる))): DHCPが利用できず、IPアドレスを自動的に割り当てることができない場合に、フォールバックと
して使用する固定IPアドレスを追加するときに選択します。
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注
DHCPが使用できず、装置が静的アドレスのフォールバックを使用する場合、静的アドレスは限定さ
れた範囲で設定されます。

IPv6IPv6IPv6

AssignAssignAssign IPv6IPv6IPv6 automaticallyautomaticallyautomatically (IPv6(IPv6(IPv6自自自動動動割割割りりり当当当ててて))): IPv6をオンにし、ネットワークルーターに自動的に装置に
IPアドレスを割り当てさせる場合に選択します。

HostnameHostnameHostname (((ホホホススストトト名名名)))

AssignAssignAssign hostnamehostnamehostname automaticallyautomaticallyautomatically (((ホホホススストトト名名名自自自動動動割割割りりり当当当ててて))): ネットワークルーターに自動的に装置にホスト名
を割り当てさせる場合に選択します。

HostnameHostnameHostname (((ホホホススストトト名名名))): 装置にアクセスする別の方法として使用するホスト名を手動で入力します。サーバーレ
ポートとシステムログはホスト名を使用します。使用できる文字は、A〜Z、a〜z、0〜9、-、_です。

DNSDNSDNS serversserversservers (DNS(DNS(DNSサササーーーバババーーー)))

AssignAssignAssign DNSDNSDNS automaticallyautomaticallyautomatically (DNS(DNS(DNS自自自動動動割割割りりり当当当ててて))): DHCPサーバーに自動的に装置に検索ドメインとDNSサーバーア
ドレスを割り当てさせる場合に選択します。ほとんどのネットワークでは、自動DNS (DHCP) をお勧めします。

SearchSearchSearch domainsdomainsdomains (((検検検索索索ドドドメメメイイインンン))): 完全修飾でないホスト名を使用する場合は、[AddAddAdd searchsearchsearch domaindomaindomain (((検検検索索索ドドドメメメイイイ
ンンンののの追追追加加加)))] をクリックし、装置が使用するホスト名を検索するドメインを入力します。

DNSDNSDNS serversserversservers (DNS(DNS(DNSサササーーーバババーーー))): [AddAddAdd DNSDNSDNS serverserverserver (DNS(DNS(DNSサササーーーバババーーーををを追追追加加加)))] をクリックして、DNSサーバーのIPアドレ
スを入力します。このサーバーは、ホスト名からローカルネットワーク上のIPアドレスへの変換を行います。

HTHTHTTPTPTPおおおよよよびびびHTHTHTTPSTPSTPS

HTTPSは、ユーザーからのページ要求とWebサーバーから返されたページの暗号化を提供するプロトコルで
す。暗号化された情報の交換は、サーバーの真正性 (サーバーが本物であること) を保証するHTTPS証明書
の使用により制御されます。

装置でHTTPSを使用するには、HTTPS証明書をインストールする必要があります。[SystemSystemSystem >>> SecuritySecuritySecurity (((シシシススステテテムムム >>>
セセセキキキュュュリリリテテティィィ)))] に移動し、証明書の作成とインストールを行います。

次次次ににによよよっっってててアアアクククセセセスススををを許許許可可可: ユーザーが [HTHTHTTPTPTP]、[HTHTHTTPSTPSTPS]、または [HTHTHTTPTPTP andandand HTHTHTTPSTPSTPS (HT(HT(HTTPTPTPおおおよよよびびびHTHTHTTPS)TPS)TPS)] プロ
トコルを介して装置に接続することを許可するかどうかを選択します。

注
暗号化されたWebページをHTTPS経由で表示する場合、特に初めてページを要求するときに、パフォー
マンスが低下することがあります。

HTHTHTTPTPTP portportport (HT(HT(HTTPTPTPポポポーーートトト))): 使用するHTTPポートを入力します。装置はポート80または1024〜65535の範囲の
ポートを許可します。管理者としてログインしている場合は、1〜1023の範囲の任意のポートを入力すること
もできます。この範囲のポートを使用すると、警告が表示されます。

HTHTHTTPSTPSTPS portportport (HT(HT(HTTPSTPSTPSポポポーーートトト))): 使用するHTTPSポートを入力します。装置はポート443または1024〜65535の範囲の
ポートを許可します。管理者としてログインしている場合は、1〜1023の範囲の任意のポートを入力すること
もできます。この範囲のポートを使用すると、警告が表示されます。
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CertificateCertificateCertificate (((証証証明明明書書書))): 装置のHTTPSを有効にする証明書を選択します。

ネネネッッットトトワワワーーーククク検検検出出出プププロロロトトトコココルルル

BonjourBonjourBonjour ®: オンにすると、ネットワーク上で自動検出が可能になります。

BonjourBonjourBonjour namenamename (Bonjour(Bonjour(Bonjour 名名名))): ネットワークで表示されるフレンドリ名を入力します。デフォルト名は装置名
とMACアドレスです。

UPnPUPnPUPnP®: オンにすると、ネットワーク上で自動検出が可能になります。

UPnPUPnPUPnP namenamename (UPnP(UPnP(UPnP名名名))): ネットワークで表示されるフレンドリ名を入力します。デフォルト名は装置名とMAC
アドレスです。

WSWSWS---DiscoveryDiscoveryDiscovery : オンにすると、ネットワーク上で自動検出が可能になります。

OneOneOne---ClickClickClick CloudCloudCloud ConnectionConnectionConnection (((ワワワンンンクククリリリッッッククククククラララウウウドドド接接接続続続)))

One-Click cloud connection (O3C) とO3Cサービスを共に使用すると、インターネットを介して、
ライブビデオや録画ビデオにどこからでも簡単かつ安全にアクセスできます。詳細については、
axis.com/end-to-end-solutions/hosted-servicesを参照してください。

AllowAllowAllow O3CO3CO3C (O3C(O3C(O3Cををを許許許可可可))):

• OneOneOne---clickclickclick (((ワワワンンンクククリリリッッッククク))): デフォルトの設定です。インターネットを介してO3Cサービスに接続
するには、装置のコントロールボタンを押し続けます。コントロールボタンを押してから24時間
以内に装置をO3Cサービスに登録する必要があります。登録しない場合、装置はO3Cサービスか
ら切断されます。装置を登録すると、[AlwaysAlwaysAlways (((常常常時時時)))] が有効になり、装置はO3Cサービスに接
続されたままになります。

• AlwaysAlwaysAlways (((常常常時時時))): 装置は、インターネットを介してO3Cサービスへの接続を継続的に試行します。装置
を登録すると、装置はO3Cサービスに接続したままになります。装置のコントロールボタンに手が届
かない場合は、このオプションを使用します。

• NoNoNo (((なななししし))): O3Cサービスを無効にします。
ProxyProxyProxy settingssettingssettings (((プププロロロキキキシシシ設設設定定定))): 必要な場合は、プロキシサーバーに接続するためのプロキシ設定を入力します。

HostHostHost (((ホホホススストトト))): プロキシサーバーのアドレスを入力します。

PortPortPort (((ポポポーーートトト))): アクセスに使用するポート番号を入力します。

LoginLoginLogin (((ロロログググイイインンン))) とPasswordPasswordPassword (((パパパスススワワワーーードドド))): 必要な場合は、プロキシサーバーのユーザー名とパスワード
を入力します。

AuthenticationAuthenticationAuthentication methodmethodmethod (((認認認証証証方方方式式式)))

• BasicBasicBasic (((ベベベーーーシシシッッッククク))): この方法は、HTTP用の最も互換性のある認証方式です。ユーザー名とパスワード
を暗号化せずにサーバーに送信するため、DigestDigestDigest (((ダダダイイイジジジェェェススストトト))) 方式よりも安全性が低くなります。

• DigestDigestDigest (((ダダダイイイジジジェェェススストトト))): この認証方式は、常に暗号化されたパスワードをネットワークに送信するた
め、高いセキュリティレベルが得られます。

• AutoAutoAuto (((オオオーーートトト))): このオプションを使用すると、装置はサポートされている方法に応じて認証方法を選
択できます。DigestDigestDigest (((ダダダイイイジジジェェェススストトト))) 方式がBasicBasicBasic (((ベベベーーーシシシッッッククク))) 方式より優先されます。

OwnerOwnerOwner authenticationauthenticationauthentication keykeykey (OAK)(OAK)(OAK) (((所所所有有有者者者認認認証証証キキキーーー、、、OAK)OAK)OAK): [GetGetGet keykeykey (((キキキーーーををを取取取得得得)))] をクリックして、所有者認
証キーを取得します。これは、装置がファイアウォールやプロキシを介さずにインターネットに接続され
ている場合にのみ可能です。

SNMPSNMPSNMP

SNMP (Simple Network Management Protocol) を使用すると、離れた場所からネットワーク装置を管理できます。
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SNMPSNMPSNMP: 使用するSNMPのバージョンを選択します。

• v1v1v1 andandand v2cv2cv2c (v1(v1(v1おおおよよよびびびv2c)v2c)v2c):
- ReadReadRead communitycommunitycommunity (((読読読みみみ取取取りりりコココミミミュュュニニニテテティィィ))): サポートされているSNMPオブジェクトすべてに

読み取り専用のアクセスを行えるコミュニティ名を入力します。デフォルト値は [publicpublicpublic
(((パパパブブブリリリッッッククク)))] です。

- WriteWriteWrite communitycommunitycommunity (((書書書ききき込込込みみみコココミミミュュュニニニテテティィィ))): サポートされている (読み取り専用のものを除く)
SNMPオブジェクトすべてに読み取りアクセス、書き込みアクセスの両方を行えるコミュニ
ティ名を入力します。デフォルト値は [writewritewrite (((書書書ききき込込込みみみ)))] です。

- ActivateActivateActivate trapstrapstraps (((トトトラララッッップププののの有有有効効効化化化))): オンにすると、トラップレポートが有効になります。装
置はトラップを使用して、重要なイベントまたはステータス変更のメッセージを管理システ
ムに送信します。webインターフェースでは、SNMP v1およびv2cのトラップを設定できま
す。SNMP v3に変更するか、SNMPをオフにすると、トラップは自動的にオフになります。
SNMP v3を使用する際は、SNMP v3管理アプリケーションでトラップを設定できます。

- TTTrapraprap addressaddressaddress (((トトトラララッッップププアアアドドドレレレススス))): 管理サーバーのIPアドレスまたはホスト名を入力します。
- TTTrapraprap communitycommunitycommunity (((トトトラララッッップププコココミミミュュュニニニテテティィィ))): 装置がトラップメッセージを管理システムに送信

するときに使用するコミュニティを入力します。
- TTTrapsrapsraps (((トトトラララッッップププ))):
- ColdColdCold startstartstart (((コココーーールルルドドドスススタタターーートトト))): 装置の起動時にトラップメッセージを送信します。
- WarmWarmWarm startstartstart (((ウウウォォォーーームムムスススタタターーートトト))): SNMP設定が変更されたときに、トラップメッセージを

送信します。
- LinkLinkLink upupup (((リリリンンンクククアアアッッップププ))): リンクの状態が切断から接続に変わったときにトラップメッセージ

を送信します。
- AuthenticationAuthenticationAuthentication failedfailedfailed (((認認認証証証失失失敗敗敗))): 認証に失敗したときにトラップメッセージを送信します。

注
SNMP v1およびv2cトラップをオンにすると、すべてのAXIS Video MIBトラップが有効になります。詳細
については、AXIS OSポータル > SNMPを参照してください。

• v3v3v3: SNMP v3は、暗号化と安全なパスワードを使用する、より安全性の高いバージョンです。SNMP v3
を使用するには、HTTPSを有効化し、パスワードをHTTPSを介して送信することをお勧めします。こ
れにより、権限のない人が暗号化されていないSNMP v1およびv2cトラップにアクセスすることも防
止できます。SNMP v3を使用する際は、SNMP v3管理アプリケーションでトラップを設定できます。

- PasswordPasswordPassword forforfor thethethe accountaccountaccount “initial”“initial”“initial” (((「「「initialinitialinitial」」」アアアカカカウウウンンントトトのののパパパスススワワワーーードドド))): 「initial」という名前
のアカウントのSNMPパスワードを入力します。HTTPSを有効化せずにパスワードを送信
できますが、推奨しません。SNMP v3のパスワードは1回しか設定できません。HTTPSが有
効な場合にのみ設定することをお勧めします。パスワードの設定後は、パスワードフィー
ルドが表示されなくなります。パスワードを設定し直すには、装置を工場出荷時の設定に
リセットする必要があります。

ConnectedConnectedConnected clientsclientsclients (((接接接続続続ささされれれたたたクククララライイイアアアンンントトト)))

接続数と接続されているクライアントの数を表示します。

ViewViewView detailsdetailsdetails (((詳詳詳細細細ををを表表表示示示))): 接続されているクライアントのリストを表示および更新します。リストには、各ク
ライアントのIPアドレス、プロトコル、ポート、PID/プロセスが表示されます。

セキュリティ
証証証明明明書書書
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証明書は、ネットワーク上の装置の認証に使用されます。この装置は、次の2種類の証明書をサポートし
ています。

• Client/serverClient/serverClient/server CertificatesCertificatesCertificates (((クククララライイイアアアンンントトト///サササーーーバババーーー証証証明明明書書書)))
クライアント/サーバー証明書は装置のIDを認証します。自己署名証明書と認証局 (CA) 発行の証明
書のどちらでも使用できます。自己署名証明書による保護は限られていますが、認証局発行の証
明書を取得するまで利用できます。

• CACACA証証証明明明書書書
CA証明書はピア証明書の認証に使用されます。たとえば、装置をIEEE 802.1Xで保護されたネットワー
クに接続するときに、認証サーバーのIDを検証するために使用されます。装置には、いくつかの
CA証明書がプリインストールされています。

以下の形式がサポートされています:

• 証明書形式: .PEM、.CER、.PFX
• 秘密鍵形式: PKCS#1、PKCS#12

重要
装置を工場出荷時の設定にリセットすると、すべての証明書が削除されます。プリインストールさ
れたCA証明書は、再インストールされます。

リスト内の証明書をフィルターします。

証証証明明明書書書ののの追追追加加加: クリックして、証明書を追加します。

• MoreMoreMore (((詳詳詳細細細))) : 入力または選択するフィールドをさらに表示します。
• SecureSecureSecure keystorekeystorekeystore (((セセセキキキュュュアアアキキキーーーススストトトアアア))): [SecureSecureSecure elementelementelement (((セセセキキキュュュアアアエエエレレレメメメンンントトト)))] または [TTTrustedrustedrusted

PlatformPlatformPlatform ModuleModuleModule 2.02.02.0] を使用して秘密鍵を安全に保存する場合に選択します。どのセキュアキー
ストアを選択するかの詳細については、help.axis.com/en-us/axis-os#cryptographic-supportにアク
セスしてください。

• KeyKeyKey typetypetype (((キキキーーーのののタタタイイイプププ))): ドロップダウンリストから、証明書の保護に使用する暗号化アルゴリズム
としてデフォルトかその他のいずれかを選択します。

コンテキストメニューは以下を含みます。

• CertificateCertificateCertificate informationinformationinformation (((証証証明明明書書書情情情報報報))): インストールされている証明書のプロパティを表示します。
• DeleteDeleteDelete certificatecertificatecertificate (((証証証明明明書書書ののの削削削除除除))): 証明書の削除。
• CreateCreateCreate certificatecertificatecertificate signingsigningsigning requestrequestrequest (((証証証明明明書書書ののの署署署名名名要要要求求求ををを作作作成成成すすするるる))): デジタルID証明書を申請するため

に登録機関に送信する証明書署名要求を作成します。
セセセキキキュュュアアアキキキーーーススストトトアアア :

• セセセキキキュュュアアアエエエレレレメメメンンントトト (CC(CC(CC EAL6+)EAL6+)EAL6+) : セキュアキーストアにセキュアエレメントを使用する場合に選
択します。

• TTTrustedrustedrusted PlatformPlatformPlatform ModuleModuleModule 2.02.02.0 (CC(CC(CC EAL4+,EAL4+,EAL4+, FIPSFIPSFIPS 140140140---222 LevelLevelLevel 2)2)2): セキュアキーストアにTPM 2.0を使
用する場合に選択します。

IEEEIEEEIEEE 802.1x802.1x802.1x
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IEEE 802.1xはポートを使用したネットワークへの接続を制御するIEEEの標準規格で、有線およびワイヤレスのネッ
トワーク装置を安全に認証します。IEEE 802.1xは、EAP (Extensible Authentication Protocol) に基づいています。

IEEE 802.1xで保護されているネットワークにアクセスするネットワーク装置は、自己の証明を行う必要があり
ます。認証は認証サーバーによって行われます。認証サーバーは通常、FreeRADIUSやMicrosoft Internet
Authentication ServerなどのRADIUSサーバーです。

証証証明明明書書書

CA証明書なしで設定されている場合、サーバー証明書の検証は無効になり、装置は接続先のネットワー
クに関係なく自己の認証を試みます。

証明書を使用する場合、Axisの実装では、装置と認証サーバーは、EAP-TLS (Extensible Authentication Protocol -
Transport Layer Security) を使用してデジタル証明書で自己を認証します。

装置が証明書で保護されたネットワークにアクセスできるようにするには、署名されたクライアント証
明書を装置にインストールする必要があります。

ClientClientClient certificatecertificatecertificate (((クククララライイイアアアンンントトト証証証明明明書書書))): IEEE 802.1xを使用するクライアント証明書を選択します。認証サーバー
は、この証明書を使用してクライアントの身元を確認します。

CACACA certificatecertificatecertificate (CA(CA(CA証証証明明明書書書))): 認証サーバーの身元を確認するためのCA証明書を選択します。証明書が選択されて
いない場合、装置は、接続されているネットワークに関係なく自己を認証しようとします。

EAPEAPEAP identityidentityidentity (EAP(EAP(EAP識識識別別別情情情報報報))): クライアント証明書に関連付けられているユーザーIDを入力します。

EAPOLEAPOLEAPOL versionversionversion (EAPOL(EAPOL(EAPOLのののバババーーージジジョョョンンン))): ネットワークスイッチで使用されるEAPOLのバージョンを選択します。

UseUseUse IEEEIEEEIEEE 802.1x802.1x802.1x (IEEE(IEEE(IEEE 802.1x802.1x802.1xををを使使使用用用))): IEEE 802.1xプロトコルを使用する場合に選択します。

PreventPreventPrevent brutebrutebrute---forceforceforce attacksattacksattacks (((ブブブルルルーーートトトフフフォォォーーーススス攻攻攻撃撃撃ををを防防防ぐぐぐ)))

BlockingBlockingBlocking (((ブブブロロロッッッククク))): オンにすると、ブルートフォース攻撃がブロックされます。ブルートフォース攻撃では、
試行錯誤を繰り返す総当たり攻撃でログイン情報や暗号化キーを推測します。

BlockingBlockingBlocking periodperiodperiod (((ブブブロロロッッッククク期期期間間間))): ブルートフォース攻撃をブロックする秒を入力します。

BlockingBlockingBlocking conditionsconditionsconditions (((ブブブロロロッッックククののの条条条件件件))): ブロックが開始されるまでに1秒間に許容される認証失敗の回数を入力
します。ページレベルと装置レベルの両方で許容される失敗の数を設定できます。

IPIPIP addressaddressaddress filterfilterfilter (IP(IP(IPアアアドドドレレレスススフフフィィィルルルタタターーー)))

UseUseUse filterfilterfilter (((フフフィィィルルルタタターーーををを使使使用用用すすするるる))): 装置へのアクセスを許可するIPアドレスを絞り込む場合に選択します。

PolicyPolicyPolicy (((ポポポリリリシシシーーー))): 特定のIPアドレスに対してアクセスを [AllowAllowAllow (((許許許可可可)))] するか [DenyDenyDeny (((拒拒拒否否否)))] するかを選
択します。

AddressesAddressesAddresses (((アアアドドドレレレススス))): 装置へのアクセスを許可するIP番号と拒否するIP番号を入力します。CIDR形式を
使用できます。

カカカスススタタタムムム署署署名名名ささされれれたたたフフファァァーーームムムウウウェェェアアア証証証明明明書書書
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Axisのテストファームウェアまたは他のカスタムファームウェアを装置にインストールするには、カスタム署名
付きファームウェア証明書が必要です。証明書は、ファームウェアが装置の所有者とAxisの両方によって承認さ
れたと証明します。ファームウェアは、一意のシリアル番号とチップIDで識別される特定の装置でのみ実行でき
ます。署名用のキーはAxisが保有しており、カスタム署名付きファームウェア証明書はAxisしか作成できません。

InstallInstallInstall (((イイインンンススストトトーーールルル))): クリックして、証明書をインストールします。ファームウェアをインストールする前
に、証明書をインストールする必要があります。

アカウント
アアアカカカウウウンンントトト

AddAddAdd accountaccountaccount (((アアアカカカウウウンンントトトののの追追追加加加))): クリックして、新しいアカウントを追加します。最大100個のアカウ
ントを追加できます。

AccountAccountAccount (((アアアカカカウウウンンントトト))): 固有のアカウント名を入力します。

NewNewNew passwordpasswordpassword (((新新新しししいいいパパパスススワワワーーードドド))): アカウントのパスワードを入力します。パスワードの長さは1〜64文字で
ある必要があります。印刷可能なASCII文字 (コード32〜126) のみを使用できます。これには、英数字、句読
点、および一部の記号が含まれます。

RepeatRepeatRepeat passwordpasswordpassword (((パパパスススワワワーーードドドののの再再再入入入力力力))): 同じパスワードを再び入力します。

PrivilegesPrivilegesPrivileges (((権権権限限限))):

• AdministratorAdministratorAdministrator (((管管管理理理者者者))): すべての設定へ全面的なアクセス権を持っています。管理者は他のアカウン
トを追加、更新、削除することもできます。

• OperatorOperatorOperator (((オオオペペペレレレーーータタターーー))): 次の操作を除く、すべての設定へのアクセス権があります。
- すべての [SystemSystemSystem settingssettingssettings (((シシシススステテテムムム設設設定定定)))]。
- アプリを追加しています。

• ビビビュュューーーアアア: 次のアクセス権を持っています:
- ビデオストリームを視聴し、スナップショットを撮影します。
- 録画を再生およびエクスポートします。
- PTZユーザーアクセスをパン、チルト、ズームに使用します。

コンテキストメニューは以下を含みます。

UpdateUpdateUpdate accountaccountaccount (((アアアカカカウウウンンントトトののの更更更新新新))): アカウントのプロパティを編集します。

DeleteDeleteDelete accountaccountaccount (((アアアカカカウウウンンントトトののの削削削除除除))): アカウントを削除します。rootアカウントは削除できません。

AnonymousAnonymousAnonymous accessaccessaccess (((匿匿匿名名名アアアクククセセセススス)))

AllowAllowAllow anonymousanonymousanonymous viewingviewingviewing (((匿匿匿名名名ののの閲閲閲覧覧覧ををを許許許可可可すすするるる))): アカウントでログインせずに誰でも閲覧者として装置にア
クセスできるようにする場合は、オンにします。

AllowAllowAllow anonymousanonymousanonymous PTZPTZPTZ operatingoperatingoperating (((匿匿匿名名名のののPTZPTZPTZ操操操作作作ををを許許許可可可すすするるる))): オンにすると、匿名ユーザーに画像のパン、チ
ルト、ズームを許可します。

SSHSSHSSHアアアカカカウウウンンントトト
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AddAddAdd SSHSSHSSH accountaccountaccount (SSH(SSH(SSHアアアカカカウウウンンントトトののの追追追加加加))): クリックして、新しいSSHアカウントを追加します。

• RestrictRestrictRestrict rootrootroot accessaccessaccess (root(root(rootアアアクククセセセスススををを制制制限限限すすするるる))): オンにすると、rootアクセスを必要とする機能が
制限されます。

• EnableEnableEnable SSHSSHSSH (SSH(SSH(SSHののの有有有効効効化化化))): SSHサービスを使用するには、オンにします。
AccountAccountAccount (((アアアカカカウウウンンントトト))): 固有のアカウント名を入力します。

NewNewNew passwordpasswordpassword (((新新新しししいいいパパパスススワワワーーードドド))): アカウントのパスワードを入力します。パスワードの長さは1〜64文字で
ある必要があります。パスワードには、印刷可能なASCII文字 (コード32〜126) のみを使用できます。これに
は、英数字、句読点、および一部の記号が含まれます。

RepeatRepeatRepeat passwordpasswordpassword (((パパパスススワワワーーードドドののの再再再入入入力力力))): 同じパスワードを再び入力します。

コココメメメンンントトト: コメントを入力します (オプション)。

コンテキストメニューは以下を含みます。

UpdateUpdateUpdate SSHSSHSSH accountaccountaccount (SSH(SSH(SSHアアアカカカウウウンンントトトののの更更更新新新))): アカウントのプロパティを編集します。

DeleteDeleteDelete SSHSSHSSH accountaccountaccount (SSH(SSH(SSHアアアカカカウウウンンントトトののの削削削除除除))): アカウントを削除します。rootアカウントは削除できません。

OpenIDOpenIDOpenID設設設定定定

重要
正しい値を入力すると、装置に再度ログインできます。

ClientClientClient IDIDID (((クククララライイイアアアンンントトトID)ID)ID): OpenIDユーザー名を入力します。

OutgoingOutgoingOutgoing ProxyProxyProxy (((発発発信信信プププロロロキキキシシシ))): OpenID接続でプロキシサーバーを使用する場合は、プロキシアドレス
を入力します。

AdminAdminAdmin claimclaimclaim (((管管管理理理者者者請請請求求求))): 管理者ロールの値を入力します。

ProviderProviderProvider URLURLURL (((プププロロロバババイイイダダダーーーURL)URL)URL): APIエンドポイント認証用のWebリンクを入力します。形式はhttps://[URLを挿
入]/.well-known/openid-configurationとしてください。

OperatorOperatorOperator claimclaimclaim (((オオオペペペレレレーーータタターーー請請請求求求))): オペレーターロールの値を入力します。

RequireRequireRequire claimclaimclaim (((必必必須須須請請請求求求))): トークンに含めるデータを入力します。

ViewerViewerViewer claimclaimclaim (((閲閲閲覧覧覧者者者請請請求求求))): 閲覧者ロールの値を入力します。

RemoteRemoteRemote useruseruser (((リリリモモモーーートトトユユユーーーザザザーーー))): リモートユーザーを識別する値を入力します。これは、装置のwebインター
フェースに現在のユーザーを表示するのに役立ちます。

ScopesScopesScopes (((スススコココーーープププ))): トークンの一部となるオプションのスコープです。

ClientClientClient secretsecretsecret (((クククララライイイアアアンンントトトシシシーーークククレレレッッットトト))): OpenIDのパスワードを入力します。

SaveSaveSave (((保保保存存存))): クリックして、OpenIDの値を保存します。

EnableEnableEnable OpenIDOpenIDOpenID (OpenID(OpenID(OpenIDののの有有有効効効化化化))): 現在の接続を閉じ、プロバイダーURLからの装置認証を許可する場合は、
オンにします。

イベント
ルルルーーールルル
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ルールは、製品がアクションを実行するためのトリガーとなる条件を定義します。このリストには、本製品で現
在設定されているすべてのルールが表示されます。

注
最大256のアクションルールを作成できます。

AddAddAdd aaa rulerulerule (((ルルルーーールルルののの追追追加加加))): ルールを作成します。

NameNameName (((名名名前前前))): ルールの名前を入力します。

WaitWaitWait betweenbetweenbetween actionsactionsactions (((アアアクククシシショョョンンン間間間ののの待待待ちちち時時時間間間))): ルールを有効化する最短の時間間隔 (hh:mm:ss) を入力しま
す。たとえば、デイナイトモードの条件によってルールが有効になる場合、このパラメーターを設定すること
で、日の出や日没時のわずかな光の変化によりルールが反復的に有効になるのを避けられます。

ConditionConditionCondition (((条条条件件件))): リストから条件を選択します。装置がアクションを実行するためには、条件を満たす必要が
あります。複数の条件が定義されている場合、すべての条件が満たされたときにアクションがトリガーされま
す。特定の条件については、「イベントのルールの使用開始」を参照してください。

UseUseUse thisthisthis conditionconditioncondition asasas aaa triggertriggertrigger (((こここののの条条条件件件をををトトトリリリガガガーーーとととしししててて使使使用用用すすするるる))): この最初の条件を開始トリガーとしての
み機能させる場合に選択します。つまり、いったんルールが有効になると、最初の条件の状態に関わらず、他
のすべての条件が満たされている限り有効のままになります。このオプションを選択しない場合、ルールは単
純にすべての条件が満たされたときに有効化されます。

InvertInvertInvert thisthisthis conditionconditioncondition (((こここののの条条条件件件ををを逆逆逆にににすすするるる))): 選択した条件とは逆の条件にする場合に選択します。

AddAddAdd aaa conditionconditioncondition (((条条条件件件ののの編編編集集集))): 新たに条件を追加する場合にクリックします。

ActionActionAction (((アアアクククシシショョョンンン))): リストからアクションを選択し、必要な情報を入力します。特定のアクションについて
は、「イベントのルールの使用開始」を参照してください。

RecipientsRecipientsRecipients (((送送送信信信先先先)))

イベントについて受信者に通知したり、ファイルを送信したりするように装置を設定できます。このリストに
は、製品で現在設定されているすべての送信先とそれらの設定に関する情報が示されます。

注
最大20名の送信先を作成できます。

AddAddAdd aaa recipientrecipientrecipient (((送送送信信信先先先ののの追追追加加加))): クリックすると、送信先を追加できます。

NameNameName (((名名名前前前))): 送信先の名前を入力します。

TTTypeypeype (((タタタイイイプププ))): リストから選択します:

• FTPFTPFTP
- HostHostHost (((ホホホススストトト))): サーバーのIPアドレスまたはホスト名を入力します。ホスト名を入力した場合

は、必ず、[SystemSystemSystem (((シシシススステテテムムム))) >>> NetworkNetworkNetwork (((ネネネッッットトトワワワーーーククク))) >>> IPv4IPv4IPv4 andandand IPv6IPv6IPv6 (IPv4(IPv4(IPv4 ととと IPv6)IPv6)IPv6) ]
で DNS サーバーを指定します。

- PortPortPort (((ポポポーーートトト))): FTPサーバーに使用するポート番号を入力します。デフォルトは21です。
- FolderFolderFolder (((フフフォォォルルルダダダーーー))): ファイルを保存するディレクトリのパスを入力します。FTPサーバー

上に存在しないディレクトリを指定すると、ファイルのアップロード時にエラーメッセー
ジが表示されます。

- UsernameUsernameUsername (((ユユユーーーザザザーーー名名名))): ログインのユーザー名を入力します。
- PasswordPasswordPassword (((パパパスススワワワーーードドド))): ログインのパスワードを入力します。
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- UseUseUse temporarytemporarytemporary filefilefile namenamename (((一一一時時時フフファァァイイイルルル名名名ををを使使使用用用すすするるる))): 選択すると、自動的に生成された一
時的なファイル名でファイルがアップロードされます。アップロードが完了した時点で、
ファイル名が目的の名前に変更されます。アップロードが中止/中断されても、破損したファ
イルが発生することはありません。ただし、一時ファイルが残る可能性はあります。これに
より、目的の名前を持つすべてのファイルが正常であると確信できます。

- UseUseUse passivepassivepassive FTPFTPFTP (((パパパッッッシシシブブブFTPFTPFTPををを使使使用用用すすするるる))): 通常は、製品がFTPサーバーに要求を送ることで
データ接続が開かれます。この接続では、対象サーバーとのFTP制御用接続とデータ用接
続の両方が装置側から開かれます。一般に、装置とFTPサーバーの間にファイアウォール
がある場合に必要となります。

• HTHTHTTPTPTP
- URLURLURL: HTTPサーバーのネットワークアドレスと、要求の処理を行うスクリプトを入力します。

たとえば、http://192.168.254.10/cgi-bin/notify.cgiと入力します。
- UsernameUsernameUsername (((ユユユーーーザザザーーー名名名))): ログインのユーザー名を入力します。
- PasswordPasswordPassword (((パパパスススワワワーーードドド))): ログインのパスワードを入力します。
- ProxyProxyProxy (((プププロロロキキキシシシ))): HTTPサーバーに接続するためにプロキシサーバーを渡す必要がある場合

は、これをオンにし、必要な情報を入力します。
• HTHTHTTPSTPSTPS

- URLURLURL: HTTPSサーバーのネットワークアドレスと、要求の処理を行うスクリプトを入力しま
す。たとえば、https://192.168.254.10/cgi-bin/notify.cgiと入力します。

- VVValidatealidatealidate serverserverserver certificatecertificatecertificate (((サササーーーバババーーー証証証明明明書書書ををを検検検証証証すすするるる))): HTTPSサーバーが作成した証明書を
検証する場合にオンにします。

- UsernameUsernameUsername (((ユユユーーーザザザーーー名名名))): ログインのユーザー名を入力します。
- PasswordPasswordPassword (((パパパスススワワワーーードドド))): ログインのパスワードを入力します。
- ProxyProxyProxy (((プププロロロキキキシシシ))): HTTPSサーバーに接続するためにプロキシサーバーを渡す必要がある場合

にオンにして、必要な情報を入力します。
• NetworkNetworkNetwork storagestoragestorage (((ネネネッッットトトワワワーーークククススストトトレレレーーージジジ)))

NAS (network-attached storage) などのネットワークストレージを追加し、それを録画ファイルの保存
先として使用することができます。ファイルは.mkv (Matroska) 形式で保存されます。

- HostHostHost (((ホホホススストトト))): ネットワークストレージのIPアドレスまたはホスト名を入力します。
- ShareShareShare (((共共共有有有))): ホスト上の共有の名前を入力します。
- FolderFolderFolder (((フフフォォォルルルダダダーーー))): ファイルを保存するディレクトリのパスを入力します。
- UsernameUsernameUsername (((ユユユーーーザザザーーー名名名))): ログインのユーザー名を入力します。
- PasswordPasswordPassword (((パパパスススワワワーーードドド))): ログインのパスワードを入力します。

• SFTPSFTPSFTP
- HostHostHost (((ホホホススストトト))): サーバーのIPアドレスまたはホスト名を入力します。ホスト名を入力した場合

は、必ず、[SystemSystemSystem (((シシシススステテテムムム))) >>> NetworkNetworkNetwork (((ネネネッッットトトワワワーーーククク))) >>> IPv4IPv4IPv4 andandand IPv6IPv6IPv6 (IPv4(IPv4(IPv4 ととと IPv6)IPv6)IPv6) ]
で DNS サーバーを指定します。

- PortPortPort (((ポポポーーートトト))): SFTPサーバーに使用するポート番号を入力します。デフォルトは22です。
- FolderFolderFolder (((フフフォォォルルルダダダーーー))): ファイルを保存するディレクトリのパスを入力します。SFTPサー

バー上に存在しないディレクトリを指定すると、ファイルのアップロード時にエラーメッ
セージが表示されます。

- UsernameUsernameUsername (((ユユユーーーザザザーーー名名名))): ログインのユーザー名を入力します。
- PasswordPasswordPassword (((パパパスススワワワーーードドド))): ログインのパスワードを入力します。
- SSHSSHSSH hosthosthost publicpublicpublic keykeykey typetypetype (MD5)(MD5)(MD5) (SSH(SSH(SSHホホホススストトト公公公開開開鍵鍵鍵タタタイイイプププ (MD5))(MD5))(MD5)) : リモートホストの公開鍵

のフィンガープリント (32桁の16進数) を入力します。SFTPクライアントは、RSA、DSA、
ECDSA、およびED25519ホストキータイプによるSSH-2を使用するSFTPサーバーをサポートし
ます。RSAは、ネゴシエーション時の推奨方式です。その後には、ECDSA、ED25519、DSAが
続きます。SFTPサーバーで使用されている正しいMD5ホストキーを入力してください。Axis
デバイスはMD5とSHA-256の両方のハッシュキーをサポートしていますが、MD5よりもセ
キュリティが強いため、SHA-256を使用することをお勧めします。AxisデバイスでSFTPサー
バーを設定する方法の詳細については、AXIS OSポータルにアクセスしてください。

- SSHSSHSSH hosthosthost publicpublicpublic keykeykey typetypetype (SHA256)(SHA256)(SHA256) (SSH(SSH(SSHホホホススストトト公公公開開開鍵鍵鍵タタタイイイプププ (SHA256))(SHA256))(SHA256)) : リモートホストの
公開鍵のフィンガープリント (43桁のBase64エンコード文字列) を入力します。SFTPクライ
アントは、RSA、DSA、ECDSA、およびED25519ホストキータイプによるSSH-2を使用する
SFTPサーバーをサポートします。RSAは、ネゴシエーション時の推奨方式です。その後に
は、ECDSA、ED25519、DSAが続きます。SFTPサーバーで使用されている正しいMD5ホスト
キーを入力してください。AxisデバイスはMD5とSHA-256の両方のハッシュキーをサポート
していますが、MD5よりもセキュリティが強いため、SHA-256を使用することをお勧めし
ます。AxisデバイスでSFTPサーバーを設定する方法の詳細については、AXIS OSポータルに
アクセスしてください。

- UseUseUse temporarytemporarytemporary filefilefile namenamename (((一一一時時時フフファァァイイイルルル名名名ををを使使使用用用すすするるる))): 選択すると、自動的に生成された一
時的なファイル名でファイルがアップロードされます。アップロードが完了した時点で、
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ファイル名が目的の名前に変更されます。アップロードが中止/中断されても、ファイルが破
損することはありません。ただし、一時ファイルが残る可能性はあります。これにより、目
的の名前を持つすべてのファイルが正常であると確信できます。

• SIPSIPSIPまままたたたはははVMSVMSVMS :
SIPSIPSIP: 選択してSIP呼び出しを行います。
VMSVMSVMS: 選択してVMS呼び出しを行います。

- FromFromFrom SIPSIPSIP accountaccountaccount (((送送送信信信元元元のののSIPSIPSIPアアアカカカウウウンンントトト))): リストから選択します。
- TTTooo SIPSIPSIP addressaddressaddress (((送送送信信信先先先のののSIPSIPSIPアアアドドドレレレススス))): SIPアドレスを入力します。
- TTTestestest (((テテテススストトト))): クリックして、呼び出しの設定が機能することをテストします。

• EmailEmailEmail (((電電電子子子メメメーーールルル)))
- SendSendSend emailemailemail tototo (((電電電子子子メメメーーールルルののの送送送信信信先先先))): 電子メールの送信先のアドレスを入力します。複数の

アドレスを入力するには、カンマで区切ります。
- SendSendSend emailemailemail fromfromfrom (((電電電子子子メメメーーールルルののの送送送信信信元元元))): 送信側サーバーのメールアドレスを入力します。
- UsernameUsernameUsername (((ユユユーーーザザザーーー名名名))): メールサーバーのユーザー名を入力します。認証の必要のないメー

ルサーバーの場合は、このフィールドを空にします。
- PasswordPasswordPassword (((パパパスススワワワーーードドド))): メールサーバーのパスワードを入力します。認証の必要のないメール

サーバーの場合は、このフィールドを空にします。
- EmailEmailEmail serverserverserver (SMTP)(SMTP)(SMTP) (((電電電子子子メメメーーールルルサササーーーバババーーー (SMTP))(SMTP))(SMTP)) : SMTPサーバーの名前 (smtp.gmail.com、

smtp.mail.yahoo.comなど) を入力します。
- PortPortPort (((ポポポーーートトト))): SMTPサーバーのポート番号を0〜65535の範囲で入力します。デフォルト

値は587です。
- EncryptionEncryptionEncryption (((暗暗暗号号号化化化))): 暗号化を使用するには、SSL または TLS を選択します。
- VVValidatealidatealidate serverserverserver certificatecertificatecertificate (((サササーーーバババーーー証証証明明明書書書ををを検検検証証証すすするるる))): 暗号化を使用している場合にこれを

選択すると、装置の身元を検証できます。この証明書は、自己署名または認証局 (CA) 発行の
証明書のどちらでも可能です。

- POPPOPPOP authenticationauthenticationauthentication (POP(POP(POP認認認証証証))): オンにすると、POPサーバーの名前 (pop.gmail.comなど) を入
力できます。

注
一部の電子メールプロバイダーは、大量の添付ファイルの受信や表示を防止したり、スケ
ジュールに従って送信された電子メールなどの受信を防止したりするセキュリティフィルター
を備えています。電子メールプロバイダーのセキュリティポリシーを確認し、メールアカウン
トのロックや、必要な電子メールの不着などが起こらないようにしてください。

• TCPTCPTCP
- HostHostHost (((ホホホススストトト))): サーバーのIPアドレスまたはホスト名を入力します。ホスト名を入力した場合

は、必ず、[SystemSystemSystem (((シシシススステテテムムム))) >>> NetworkNetworkNetwork (((ネネネッッットトトワワワーーーククク))) >>> IPv4IPv4IPv4 andandand IPv6IPv6IPv6 (IPv4(IPv4(IPv4 ととと IPv6)IPv6)IPv6) ]
で DNS サーバーを指定します。

- PortPortPort (((ポポポーーートトト))): サーバーへのアクセスに使用したポート番号を入力します。
TTTestestest (((テテテススストトト))): クリックすると、セットアップをテストすることができます。

コンテキストメニューは以下を含みます。

ViewViewView recipientrecipientrecipient (((送送送信信信先先先ののの表表表示示示))): クリックすると、すべての送信先の詳細が表示されます。

CopyCopyCopy recipientrecipientrecipient (((送送送信信信先先先のののコココピピピーーー))): クリックすると、送信先をコピーできます。コピーする際、新しい送
信先に変更を加えることができます。

DeleteDeleteDelete recipientrecipientrecipient (((送送送信信信先先先ののの削削削除除除))): クリックすると、受信者が完全に削除されます。

スススケケケジジジュュューーールルル

スケジュールとパルスは、ルールで条件として使用することができます。このリストには、製品で現在設定さ
れているすべてのスケジュールとパルス、およびそれらの設定に関する情報が示されます。

AddAddAdd schedulescheduleschedule (((スススケケケジジジュュューーールルルののの追追追加加加))): クリックすると、スケジュールやパルスを作成できます。
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手手手動動動トトトリリリガガガーーー

手動トリガーを使用すると、ルールを手動でトリガーできます。手動トリガーは、本製品の設置、設定中
にアクションを検証する目的などで使用します。

MQTT

MQTT (Message Queuing Telemetry Transport) はモノのインターネット (IoT) で使われる標準の通信プロトコルで
す。これはIoTの統合を簡素化するために設計されており、小さなコードフットプリントと最小限のネットワー
ク帯域幅でリモート装置を接続するために、さまざまな業界で使用されています。Axis装置のファームウェアに
搭載されているMQTTクライアントは、装置で生成されたデータやイベントを、ビデオ管理ソフトウェア (VMS)
ではないシステムに統合することを容易にします。

装置をMQTTクライアントとして設定します。MQTT通信は、クライアントとブローカーという2つのエンティ
ティに基づいています。クライアントは、メッセージの送受信を行うことができます。ブローカーは、クライ
アント間でメッセージをルーティングする役割を担います。

MQTTの詳細については、AXIS OSポータルを参照してください。

ALPNALPNALPN

ALPNは、クライアントとサーバー間の接続のハンドシェイクフェーズ中にアプリケーションプロトコルを選択
できるようにするTLS/SSL拡張機能です。ALPNは、HTTPなどの他のプロトコルで使用される同じポート経由で
MQTTトラフィックを有効にするために使用されます。場合によっては、MQTT通信のための専用ポートが開かれ
ていない可能性があります。このような場合の解決策は、ALPNを使用して、ファイアウォールによって許可さ
れる標準ポートで、アプリケーションプロトコルとしてMQTTを使用するようネゴシエーションすることです。

MQTMQTMQTTTT clientclientclient (MQT(MQT(MQTTTTクククララライイイアアアンンントトト)))

ConnectConnectConnect (((接接接続続続))): MQTTクライアントのオン/オフを切り替えます。

StatusStatusStatus (((ススステテテーーータタタススス))): MQTTクライアントの現在のステータスを表示します。

BrokerBrokerBroker (((ブブブロロローーーカカカーーー)))

HostHostHost (((ホホホススストトト))): MQTTサーバーのホスト名またはIPアドレスを入力します。

ProtocolProtocolProtocol (((プププロロロトトトコココルルル))): 使用するプロトコルを選択します。

PortPortPort (((ポポポーーートトト))): ポート番号を入力します。

• 1883はMQTMQTMQTTTTオオオーーーバババTCPTCPTCPのデフォルト値です。
• 8883はMQTMQTMQTTTTオオオーーーバババSSLSSLSSLのデフォルト値です。
• 80はMQTMQTMQTTTTオオオーーーバババーーー WebSocketWebSocketWebSocket のデフォルト値です。
• 443はMQTMQTMQTTTTオオオーーーバババーーーWebSocketWebSocketWebSocket SecureSecureSecureのデフォルト値です。

ALPNALPNALPN protocolprotocolprotocol (ALPN(ALPN(ALPNプププロロロトトトコココルルル))): ご使用のMQTTブローカープロバイダーが提供するALPNプロトコル名を入力
します。これは、MQTTオーバーSSLとMQTTオーバーWebSocket Secureを使用する場合にのみ適用されます。

UsernameUsernameUsername (((ユユユーーーザザザーーー名名名))): クライアントがサーバーにアクセスするために使用するユーザー名を入力します。

PasswordPasswordPassword (((パパパスススワワワーーードドド))): ユーザー名のパスワードを入力します。

ClientClientClient IDIDID (((クククララライイイアアアンンントトトID)ID)ID): クライアントIDを入力します。クライアントがサーバーに接続すると、クライアン
ト識別子がサーバーに送信されます。

CleanCleanClean sessionsessionsession (((クククリリリーーーンンンセセセッッッシシショョョンンン))): 接続時と切断時の動作を制御します。選択した場合、接続時と切断
時にステータス情報が破棄されます。
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KeepKeepKeep alivealivealive intervalintervalinterval (((キキキーーープププアアアララライイイブブブののの間間間隔隔隔))): 長時間のTCP/IPタイムアウトを待たずに、サーバーを使用でき
なくなったことをクライアントに検知させます。

TimeoutTimeoutTimeout (((タタタイイイムムムアアアウウウトトト))): 接続を終了する時間の間隔(秒)です。デフォルト値: 60

装装装置置置トトトピピピッッックククののの接接接頭頭頭辞辞辞: MQTMQTMQTTTTクククララライイイアアアンンントトトタブの接続メッセージやLWTメッセージ、MQTMQTMQTTTT公公公開開開タブの公開条
件におけるトピックのデフォルト値で使用されます。

ReconnectReconnectReconnect automaticallyautomaticallyautomatically (((自自自動動動再再再接接接続続続))): 切断された場合に、クライアントを自動的に再接続するかどうか
を指定します。

ConnectConnectConnect messagemessagemessage (((接接接続続続メメメッッッセセセーーージジジ)))

接続が確立されたときにメッセージを送信するかどうかを指定します。

SendSendSend messagemessagemessage (((メメメッッッセセセーーージジジののの送送送信信信))): オンにすると、メッセージを送信します。

UseUseUse defaultdefaultdefault (((デデデフフフォォォルルルトトトををを使使使用用用))): オフに設定すると、独自のデフォルトメッセージを入力できます。

TTTopicopicopic (((トトトピピピッッッククク))): デフォルトのメッセージのトピックを入力します。

PayloadPayloadPayload (((ペペペイイイロロローーードドド))): デフォルトのメッセージの内容を入力します。

RetainRetainRetain (((保保保持持持すすするるる))): クライアントの状態をこのTTTopicopicopic (((トトトピピピッッッククク)))に保存する場合に選択します。

QoSQoSQoS: パケットフローのQoS layerを変更します。

最最最終終終意意意思思思おおおよよよびびびテテテスススタタタメメメンンントトトメメメッッッセセセーーージジジ

最終意思テスタメント(LWT) を使用すると、クライアントはブローカーへの接続時、認証情報と共にテスタ
メントを提供します。後ほどいずれかの時点でクライアントが予期せず切断された場合(電源の停止など)、
ブローカーから他のクライアントにメッセージを送信できます。このLWTメッセージは通常のメッセージ
と同じ形式で、同一のメカニズムを経由してルーティングされます。

SendSendSend messagemessagemessage (((メメメッッッセセセーーージジジののの送送送信信信))): オンにすると、メッセージを送信します。

UseUseUse defaultdefaultdefault (((デデデフフフォォォルルルトトトををを使使使用用用))): オフに設定すると、独自のデフォルトメッセージを入力できます。

TTTopicopicopic (((トトトピピピッッッククク))): デフォルトのメッセージのトピックを入力します。

PayloadPayloadPayload (((ペペペイイイロロローーードドド))): デフォルトのメッセージの内容を入力します。

RetainRetainRetain (((保保保持持持すすするるる))): クライアントの状態をこのTTTopicopicopic (((トトトピピピッッッククク)))に保存する場合に選択します。

QoSQoSQoS: パケットフローのQoS layerを変更します。

MQTMQTMQTTTT publicationpublicationpublication (MQT(MQT(MQTTTT公公公開開開)))

UseUseUse defaultdefaultdefault topictopictopic prefixprefixprefix (((デデデフフフォォォルルルトトトのののトトトピピピッッックククプププレレレフフフィィィッッックククスススををを使使使用用用))): 選択すると、[MQTMQTMQTTTT clientclientclient (MQT(MQT(MQTTTTククク
ララライイイアアアンンントトト)))] タブの装置のトピックプレフィックスで定義されたデフォルトのトピックプレフィックスが
使用されます。

IncludeIncludeInclude topictopictopic namenamename (((トトトピピピッッッククク名名名ををを含含含めめめるるる))): 選択すると、条件を説明するトピックがMQTTトピックに含
まれます。

IncludeIncludeInclude topictopictopic namespacesnamespacesnamespaces (((トトトピピピッッックククののの名名名前前前空空空間間間ををを含含含めめめるるる))): 選択すると、ONVIFトピックの名前空間がMQTTト
ピックに含まれます。

シシシリリリアアアルルル番番番号号号ををを含含含めめめるるる: 選択すると、装置のシリアル番号が、MQTTペイロードに含まれます。

条条条件件件ののの追追追加加加: クリックして条件を追加します。
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RetainRetainRetain (((保保保持持持すすするるる))): 保持して送信するMQTTメッセージを定義します。

• NoneNoneNone (((なななししし))): すべてのメッセージを、保持されないものとして送信します。
• PropertyPropertyProperty (((プププロロロパパパテテティィィ))): ステートフルメッセージのみを保持として送信します。
• AllAllAll (((すすすべべべててて))): ステートフルメッセージとステートレスメッセージの両方を保持として送信します。

QoSQoSQoS: MQTT公開に適切なレベルを選択します。

MQTMQTMQTTTT サササブブブスススクククリリリプププシシショョョンンン

サササブブブスススクククリリリプププシシショョョンンンののの追追追加加加: クリックして、新しいMQTTサブスクリプションを追加します。

サササブブブスススクククリリリプププシシショョョンンンフフフィィィルルルタタターーー: 購読するMQTTトピックを入力します。

装装装置置置のののトトトピピピッッックククプププレレレフフフィィィッッックククスススををを使使使用用用: サブスクリプションフィルターを、MQTTトピックのプレフィック
スとして追加します。

サササブブブスススクククリリリプププシシショョョンンンののの種種種類類類:

• ススステテテーーートトトレレレススス: 選択すると、エラーメッセージがステートレスメッセージに変換されます。
• ススステテテーーートトトフフフルルル: 選択すると、エラーメッセージが条件に変換されます。ペイロードが状態として

使用されます。
QoSQoSQoS: MQTTサブスクリプションに適切なレベルを選択します。

ストレージ
NetworkNetworkNetwork storagestoragestorage (((ネネネッッットトトワワワーーークククススストトトレレレーーージジジ)))

IgnoreIgnoreIgnore (((使使使用用用しししななないいい))): オンに設定すると、ネットワークストレージを使用しません。

AddAddAdd networknetworknetwork storagestoragestorage (((ネネネッッットトトワワワーーークククススストトトレレレーーージジジののの追追追加加加))): クリックして、録画を保存できるネットワーク共有
を追加します。

• AddressAddressAddress (((アアアドドドレレレススス))): ホストサーバーのホスト名 (通常はNAS (network-attached storage) またはIPアド
レスを入力します。DHCPではなく固定IPアドレスを使用するようにホストを設定するか (動的IPアド
レスは変わる可能性があるため、DHCPは使用しない)、DNS名を使用することをお勧めします。
Windows SMB/CIFS名はサポートされていません。

• NetworkNetworkNetwork shareshareshare (((ネネネッッットトトワワワーーーククク共共共有有有))): ホストサーバー上の共有場所の名前を入力します。各Axis装置に
はそれぞれのフォルダーがあるため、複数の装置で同じネットワーク共有を使用できます。

• UserUserUser (((ユユユーーーザザザーーー))): サーバーにログインが必要な場合は、ユーザー名を入力します。特定のドメイン
サーバーにログインするには、DOMAIN\username (ドメイン\ユーザー名)を入力します。

• PasswordPasswordPassword (((パパパスススワワワーーードドド))): サーバーにログインが必要な場合は、パスワードを入力します。
• SMBSMBSMB versionversionversion (SMB(SMB(SMBバババーーージジジョョョンンン))): NASに接続するSMBストレージプロトコルのバージョンを選択しま

す。[AutoAutoAuto (((自自自動動動)))] を選択すると、装置は、セキュアバージョンであるSMB 3.02、3.0、2.1 のいずれか
にネゴシエートを試みます。1.0または2.0を選択すると、上位バージョンをサポートしない旧バージョ
ンのNASに接続できます。Axis装置でのSMBサポートの詳細については、こちらをご覧ください。

• 接接接続続続テテテススストトトががが失失失敗敗敗しししてててももも共共共有有有ををを追追追加加加すすするるる: 接続テスト中にエラーが検出された場合でも、ネット
ワーク共有を追加する場合に選択します。サーバーにパスワードが必要な場合でも、パスワード
を入力しなかったなど、エラーが発生する可能性があります。

ネネネッッットトトワワワーーークククススストトトレレレーーージジジををを削削削除除除すすするるる: クリックして、ネットワーク共有への接続をマウント解除、バインド解
除、削除します。これにより、ネットワーク共有のすべての設定が削除されます。

UnbindUnbindUnbind (((アアアンンンバババイイインンンドドド))): クリックして、ネットワーク共有をアンバインドし、切断します。
BindBindBind (((バババイイインンンドドド))): クリックして、ネットワーク共有をバインドし、接続します。

UnmountUnmountUnmount (((マママウウウンンントトト解解解除除除))): クリックして、ネットワーク共有をマウント解除します。
MountMountMount (((マママウウウンンントトト))): クリックしてネットワーク共有をマウントします。
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WriteWriteWrite protectprotectprotect (((書書書ききき込込込みみみ禁禁禁止止止))): オンにすると、ネットワーク共有への書き込みが停止され、録画が削除されない
ように保護されます。書き込み禁止のネットワーク共有はフォーマットできません。

RetentionRetentionRetention timetimetime (((保保保存存存期期期間間間))): 録画の保存期間を選択し、古い録画の量を制限したり、データストレージに関
する規制に準拠したりします。ネットワークストレージがいっぱいになると、設定した時間が経過する前
に古い録画が削除されます。

TTToolsoolsools (((ツツツーーールルル)))

• 接接接続続続をををテテテススストトトすすするるる: ネットワーク共有への接続をテストします。
• FormatFormatFormat (((フフフォォォーーーマママッッットトト))): ネットワーク共有をフォーマットします。たとえば、すべてのデータをすば

やく消去する必要があるときです。CIFSをファイルシステムとして選択することもできます。
UseUseUse tooltooltool (((ツツツーーールルルををを使使使用用用))) クリックして、選択したツールをアクティブにします。

オオオンンンボボボーーードドドススストトトレレレーーージジジ

重要
データ損失や録画データ破損の危険があります。装置の稼働中はSDカードを取り外さないでくださ
い。SDカードを取り外す前に、SDカードをマウント解除します。

UnmountUnmountUnmount (((マママウウウンンントトト解解解除除除))): SDカードを安全に取り外す場合にクリックします。

WriteWriteWrite protectprotectprotect (((書書書ききき込込込みみみ禁禁禁止止止))): オンに設定にすると、SDカードへの書き込みが防止され、録画が削除されなくな
ります。書き込み保護されたSDカードはフォーマットできません。

AutoformatAutoformatAutoformat (((自自自動動動フフフォォォーーーマママッッットトト))): オンにすると、新しく挿入されたSDカードが自動的にフォーマットされま
す。ファイルシステムをext4にフォーマットします。

使使使用用用しししななないいい: オンにすると、録画のSDカードへの保存が停止します。SDカードを無視すると、装置はカードが
あっても認識しなくなります。この設定は管理者のみが使用できます。

RetentionRetentionRetention timetimetime (((保保保存存存期期期間間間))): 録画の保存期間を選択し、古い録画の量を制限したり、データストレージに関する規
制に準拠したりします。SDカードがいっぱいになると、設定した時間が経過する前に古い録画が削除されます。

TTToolsoolsools (((ツツツーーールルル)))

• CheckCheckCheck (((チチチェェェッッッククク))): SDカードのエラーをチェックします。これは、ext4ファイルシステムの場合
にのみ機能します。

• RepairRepairRepair (((修修修復復復))): ext4ファイルシステムのエラーを修復します。VFAT形式のSDカードを修復するには、
SDカードを取り出して、コンピューターに挿入し、ディスクの修復を実行します。

• FormatFormatFormat (((フフフォォォーーーマママッッットトト))): ファイルシステムを変更したり、すべてのデータをすばやく消去したりする
必要があるときなどは、SDカードをフォーマットします。使用可能なファイルシステムオプション
は、vFATとext4の2つです。カードの排出や突然の停電によるデータ損失に対する回復力があるた
め、ext4でのフォーマットをお勧めします。ただし、Windows®からファイルシステムにアクセスす
るには、サードパーティ製のext4ドライバーまたはアプリケーションが必要です。

• EncryptEncryptEncrypt (((暗暗暗号号号化化化))): このツールを使用して、暗号化ありでSDカードをフォーマットします。EncryptEncryptEncrypt
(((暗暗暗号号号化化化))) により、SDカードに保存されているデータはすべて削除されます。[EncryptEncryptEncrypt (((暗暗暗号号号化化化)))] の使
用後、SDカードに保存されているデータは暗号化により保護されます。

• DecryptDecryptDecrypt (((復復復号号号化化化))): このツールを使用して、暗号化なしでSDカードをフォーマットします。DecryptDecryptDecrypt
(((復復復号号号化化化))) により、SDカードに保存されているデータはすべて削除されます。[DecryptDecryptDecrypt (((復復復号号号化化化)))] の使
用後、SDカードに保存されるデータは暗号化により保護されません。

• ChangeChangeChange passwordpasswordpassword (((パパパスススワワワーーードドドののの変変変更更更))): SDカードの暗号化に必要なパスワードを変更します。
UseUseUse tooltooltool (((ツツツーーールルルををを使使使用用用))) クリックして、選択したツールをアクティブにします。

WearWearWear triggertriggertrigger (((消消消耗耗耗トトトリリリガガガーーー))): アクションをトリガーするSDカードの消耗レベルの値を設定します。消耗レベル
は0〜200%です。一度も使用されていない新しいSDカードの消耗レベルは0%です。消耗レベルが100%になる
と、SDカードの寿命が近い状態にあります。消耗レベルが200%に達すると、SDカードが故障するリスクが高く
なります。消耗トリガーを80〜90%の間に設定することをお勧めします。これにより、SDカードが消耗し切る
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前に、録画をダウンロードしたり、SDカードを交換したりする時間ができます。消耗トリガーを使用すると、
イベントを設定し、消耗レベルが設定値に達したときに通知を受け取ることができます。

ストリームプロファイル
ストリームプロファイルは、ビデオストリームに影響する設定のグループです。ストリームプロファイルは、た
とえばイベントを作成するときや、ルールを使って録画するときなど、さまざまな場面で使うことができます。

AddAddAdd streamstreamstream profileprofileprofile (((ススストトトリリリーーームムムプププロロロフフファァァイイイルルルののの追追追加加加))): クリックして、新しいストリームプロファイル
を作成します。

PreviewPreviewPreview (((プププレレレビビビュュューーー))): 選択したストリームプロファイル設定によるビデオストリームのプレビューです。ペー
ジの設定を変更すると、プレビューは更新されます。装置のビューエリアが異なる場合は、画像の左下隅にあ
るドロップダウンリストでビューエリアを変更できます。

NameNameName (((名名名前前前))): プロファイルの名前を追加します。

DescriptionDescriptionDescription (((説説説明明明))): プロファイルの説明を追加します。

VideoVideoVideo codeccodeccodec (((ビビビデデデオオオコココーーーデデデッッッククク))): プロファイルに適用するビデオコーデックを選択します。

ResolutionResolutionResolution (((解解解像像像度度度))): この設定の説明については、21ページストリーム を参照してください。

FrameFrameFrame rateraterate (((フフフレレレーーームムムレレレーーートトト))): この設定の説明については、21ページストリーム を参照してください。

CompressionCompressionCompression (((圧圧圧縮縮縮))): この設定の説明については、21ページストリーム を参照してください。

ZipstreamZipstreamZipstream (Zipstream(Zipstream(Zipstream テテテクククノノノロロロジジジーーー))) : この設定の説明については、21ページストリーム を参照して
ください。

OptimizeOptimizeOptimize forforfor storagestoragestorage (((ススストトトレレレーーージジジ用用用ににに最最最適適適化化化すすするるる))) : この設定の説明については、21ページストリーム
を参照してください。

DynamicDynamicDynamic FPSFPSFPS (((ダダダイイイナナナミミミッッックククFPS)FPS)FPS) : この設定の説明については、21ページストリームを参照してください。

DynamicDynamicDynamic GOPGOPGOP (((ダダダイイイナナナミミミッッッククク groupgroupgroup ofofof pictures)pictures)pictures) : この設定の説明については、21ページストリーム
を参照してください。

MirrorMirrorMirror (((ミミミラララーーーリリリンンングググ))) : この設定の説明については、21ページストリーム を参照してください。

GOPGOPGOP lengthlengthlength (GOP(GOP(GOP長長長))) : この設定の説明については、21ページストリーム を参照してください。

BitrateBitrateBitrate controlcontrolcontrol (((ビビビッッットトトレレレーーートトト制制制御御御))): この設定の説明については、21ページストリーム を参照してください。

IncludeIncludeInclude overlaysoverlaysoverlays (((オオオーーーバババーーーレレレイイイををを含含含めめめるるる))): 含めるオーバーレイのタイプを選択します。オーバーレイを追加す
る作成方法については、23ページオーバーレイ を参照してください。

IncludeIncludeInclude audioaudioaudio (((音音音声声声ををを含含含めめめるるる))) : この設定の説明については、21ページストリーム を参照してください。

ONVIF
ONVIFONVIFONVIFアアアカカカウウウンンントトト
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ONVIF (Open Network Video Interface Forum) は、ネットワークビデオテクノロジーを利用するエンドユーザー、イ
ンテグレーター、コンサルタント、メーカーが、その技術を容易に活用できるようにするためのグローバルなイン
ターフェース規格です。ONVIFによって、さまざまなベンダー製品間の相互運用、柔軟性の向上、コストの低減、
陳腐化しないシステムの構築が可能になります。

ONVIFアカウントを作成すると、ONVIF通信が自動的に有効になります。装置とのすべてのONVIF通信には、アカ
ウント名とパスワードを使用します。詳細については、axis.comでAxis開発者コミュニティを参照してください。

AddAddAdd accountsaccountsaccounts (((アアアカカカウウウンンントトトののの追追追加加加))): クリックして、新規のONVIFアカウントを追加します。

AccountAccountAccount (((アアアカカカウウウンンントトト))): 固有のアカウント名を入力します。

NewNewNew passwordpasswordpassword (((新新新しししいいいパパパスススワワワーーードドド))): アカウントのパスワードを入力します。パスワードの長さは1〜64文字で
ある必要があります。パスワードには、印刷可能なASCII文字 (コード32〜126) のみを使用できます。これに
は、英数字、句読点、および一部の記号が含まれます。

RepeatRepeatRepeat passwordpasswordpassword (((パパパスススワワワーーードドドののの再再再入入入力力力))): 同じパスワードを再び入力します。

RoleRoleRole (((役役役割割割))):

• AdministratorAdministratorAdministrator (((管管管理理理者者者))): すべての設定へのフルアクセスが許可されています。管理者は他のアカウン
トを追加、更新、削除することもできます。

• OperatorOperatorOperator (((オオオペペペレレレーーータタターーー))): 次の操作を除く、すべての設定へのアクセス権があります。
- すべての [SystemSystemSystem (((シシシススステテテムムム)))] 設定。
- アプリを追加しています。

• MediaMediaMedia accountaccountaccount (((メメメデデディィィアアアアアアカカカウウウンンントトト))): ビデオストリームの参照のみを行えます。

コンテキストメニューは以下を含みます。

UpdateUpdateUpdate accountaccountaccount (((アアアカカカウウウンンントトトののの更更更新新新))): アカウントのプロパティを編集します。

DeleteDeleteDelete accountaccountaccount (((アアアカカカウウウンンントトトののの削削削除除除))): アカウントを削除します。rootアカウントは削除できません。

ONVIFONVIFONVIFメメメデデディィィアアアプププロロロフフファァァイイイルルル

ONVIFメディアプロファイルは、メディアストリーム設定の変更に使用する一連の設定から構成されています。

メメメデデディィィアアアプププロロロフフファァァイイイルルルののの追追追加加加: クリックすると、新しいONVIFメディアプロファイルを追加できます。

profile_xprofile_xprofile_x : 編集するプロファイルをクリックします。

分析メタデータ
MetadataMetadataMetadata producersproducersproducers (((メメメタタタデデデーーータタタプププロロロデデデュュューーーサササーーー)))

メタデータをストリーミングするアプリと、それらのアプリが使用するチャンネルが一覧表示されます。

ProducerProducerProducer (((プププロロロデデデュュューーーサササーーー))): メタデータを生成するアプリ。アプリの下には、アプリが装置からストリーミン
グするメタデータのタイプのリストがあります。

ChannelChannelChannel (((チチチャャャンンンネネネルルル))): アプリが使用するチャンネル。メタデータストリームを有効にするには、選択します。
互換性またはリソース管理の理由から選択を解除します。
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検知
CameraCameraCamera tamperingtamperingtampering (((カカカメメメラララににに対対対すすするるるいいいたたたずずずららら)))

カメラに対するいたずら検知器は、レンズが覆われたり、スプレーをかけられたり、ひどいピンボケになったり
してシーンが変わり、[TTTriggerriggerrigger delaydelaydelay (((トトトリリリガガガーーー遅遅遅延延延)))] に設定された時間が経過したときにアラームが発生します。
いたずら検知器は、カメラが10秒以上動かなかった場合にのみ作動します。この間に、映像からいたずらを比較
検知するためのシーンモデルが検知器によって設定されます。シーンモデルを正しく設定するには、カメラのピン
トを合わせ、適切な照明状態にして、輪廓が乏しい情景 (殺風景な壁など) にカメラが向かないようにする必要が
あります。「カメラに対するいたずら」は、アクションを作動させる条件として使用できます。

TTTriggerriggerrigger delaydelaydelay (((トトトリリリガガガーーー遅遅遅延延延))): 「いたずら」条件が有効になってからアラームがトリガーされるまでの最小
時間を入力します。これにより、映像に影響する既知の条件に関する誤ったアラームが発せられるのを
防ぐことができます。

TTTriggerriggerrigger ononon darkdarkdark imagesimagesimages (((暗暗暗いいい画画画像像像でででトトトリリリガガガーーー))): レンズにスプレーが吹き付けられた場合にアラームを生成する
のは困難です。照明の条件の変化などによって同じように映像が暗くなる場合と区別できないからです。映像
が暗くなるすべての場合にアラームが発生させるには、このパラメーターをオンにします。オフにした場合
は、画像が暗くなってもアラームが発生しません。

注
動きのないシーンや混雑していないシーンでのいたずら検知用。

ログ
レレレポポポーーートトトとととロロログググ

ReportsReportsReports (((レレレポポポーーートトト)))

• ViewViewView thethethe devicedevicedevice serverserverserver reportreportreport (((装装装置置置サササーーーバババーーーレレレポポポーーートトトををを表表表示示示))): 製品ステータスに関する情報をポップ
アップウィンドウに表示します。アクセスログは自動的にサーバーレポートに含まれます。

• DownloadDownloadDownload thethethe devicedevicedevice serverserverserver reportreportreport (((装装装置置置サササーーーバババーーーレレレポポポーーートトトをををダダダウウウンンンロロローーードドド))): UTF-8形式で作成さ
れた完全なサーバーレポートのテキストファイルと、現在のライブビュー画像のスナップショッ
トを収めた.zipファイルを生成します。サポートに連絡する際には、必ずサーバーレポート .zip
ファイルを含めてください。

• DownloadDownloadDownload thethethe crashcrashcrash reportreportreport (((クククラララッッッシシシュュュレレレポポポーーートトトをををダダダウウウンンンロロローーードドド))): サーバーの状態に関する詳細情報
が付随したアーカイブをダウンロードします。クラッシュレポートには、サーバーレポートに記載さ
れている情報と詳細なバグ情報が含まれます。レポートには、ネットワークトレースなどの機密情報
が含まれている場合があります。レポートの生成には数分かかることがあります。

ロロログググ

• ViewViewView thethethe systemsystemsystem logloglog (((シシシススステテテムムムロロログググををを表表表示示示))): 装置の起動、警告、重要なメッセージなど、システムイ
ベントに関する情報をクリックして表示します。

• ViewViewView thethethe accessaccessaccess logloglog (((アアアクククセセセスススロロログググををを表表表示示示))): 誤ったログインパスワードの使用など、本装置への失敗
したアクセスをすべてクリックして表示します。

ネネネッッットトトワワワーーークククトトトレレレーーーススス

重要
ネットワークトレースファイルには、証明書やパスワードなどの機密情報が含まれている場合が
あります。

ネットワークトレースファイルはネットワーク上のアクティビティを録画するので、トラブルシューティング
に役立ちます。

TTTraceracerace timetimetime (((追追追跡跡跡時時時間間間))): 秒または分でトレースの期間を選択し、[DownloadDownloadDownload (((ダダダウウウンンンロロローーードドド)))] をクリックします。
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リリリモモモーーートトトシシシススステテテムムムロロログググ

syslogはメッセージログ作成の標準です。これによって、メッセージを生成するソフトウェア、メッセージを保存す
るシステム、およびそれらを報告して分析するソフトウェアを分離することができます。各メッセージには、メッ
セージを生成したソフトウェアの種類を示す設備コードがラベル付けされ、重大度レベルが割り当てられます。

Server(Server(Server( サササーーーバババーーー))): クリックして新規サーバーを追加します。

HostHostHost (((ホホホススストトト))): サーバーのホスト名またはIPアドレスを入力します。

FormatFormatFormat (((フフフォォォーーーマママッッットトト))): 使用するsyslogメッセージの形式を選択します。

• Axis
• RFC 3164
• RFC 5424

ProtocolProtocolProtocol (((プププロロロトトトコココルルル))): 使用するプロトコルとポートを選択します。

• UDP (デフォルトポートは514)
• TCP (デフォルトポートは601)
• TLS (デフォルトポートは6514)

重重重大大大度度度: トリガー時に送信するメッセージを選択します。

CACACA証証証明明明書書書設設設定定定: 現在の設定を参照するか、証明書を追加します。

プレイン設定

[Plain Config] (プレイン設定) は、Axis装置の設定経験のある上級ユーザー向けのページです。ほとんどのパラ
メーターは、このページから設定、編集することができます。

保守
RestartRestartRestart (((再再再起起起動動動))): 装置を再起動します。再起動しても、現在の設定には影響がありません。実行中のアプリ
ケーションは自動的に再起動されます。

RestoreRestoreRestore (((リリリススストトトアアア))): ほとんどの設定が工場出荷時の値に戻ります。その後、装置とアプリを再設定し、プリイ
ンストールしなかったアプリを再インストールし、イベントやPTZプリセットを再作成する必要があります。

重要
リストア後に保存される設定は以下の場合のみです。

• ブートプロトコル (DHCPまたは静的)
• 静的なIPアドレス
• Default router (デフォルトルーター)
• Subnet mask (サブネットマスク)
• 802.1X settings (802.1Xの設定)
• O3C settings (O3Cの設定)

FactoryFactoryFactory defaultdefaultdefault (((工工工場場場出出出荷荷荷時時時設設設定定定))): すべての設定を工場出荷時の値に戻します。その後、装置にアクセス可
能なIPアドレスをリセットする必要があります。

注
検証済みのファームウェアのみを装置にインストールするために、すべてのAxisの装置ファームウェアに
デジタル署名が付け加えられます。これによって、Axis装置の全体的なサイバーセキュリティの最低ライ
ンがさらに上がります。詳細については、axis.comでホワイトペーパー「署名済みファームウェア、セ
キュアブート、および秘密鍵のセキュリティ」を参照してください。
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FirmwareFirmwareFirmware upgradeupgradeupgrade (((フフファァァーーームムムウウウェェェアアアのののアアアッッップププグググレレレーーードドド))): 新しいファームウェアバージョンにアップグ
レードします。新しいファームウェアには、機能の改善やバグの修正、まったく新しい機能が含まれてい
ます。常に最新のリリースを使用することをお勧めします。最新のリリースをダウンロードするには、
axis.com/supportに移動します。

アップグレード時には、以下の3つのオプションから選択できます。

• StandardStandardStandard upgradeupgradeupgrade (((標標標準準準アアアッッップププグググレレレーーードドド))): 新しいファームウェアバージョンにアップグレードします。
• FactoryFactoryFactory defaultdefaultdefault (((工工工場場場出出出荷荷荷時時時設設設定定定))): アップグレードすると、すべての設定が工場出荷時の値に戻りま

す。このオプションを選択すると、アップグレード後に以前のファームウェアバージョンに戻す
ことはできません。

• AutorollbackAutorollbackAutorollback (((オオオーーートトトロロローーールルルバババッッッククク))): 設定した時間内にアップグレードを行い、アップグレードを確
認します。確認しない場合、装置は以前のファームウェアバージョンに戻されます。

FirmwareFirmwareFirmware rollbackrollbackrollback (((フフファァァーーームムムウウウェェェアアアのののロロローーールルルバババッッッククク))): 以前にインストールされたファームウェアバージョ
ンに戻します。
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ビューエリア
ビューエリアは、全体画像から一部をクリッピングした画像です。全体画像の代わりにビューエリアをストリー
ミングおよび保存することで、必要な帯域幅とストレージ容量を最小限に抑えることができます。ビューエリア
に対してPTZを有効にすると、そのビューエリア内でパン/チルト/ズームを行うことができます。ビューエリ
アを使用すると、空など全体画像の一部を削除することができます。

ビューエリアを設定するときは、ビデオストリームの解像度をビューエリアのサイズ以下のサイズにすることを
お勧めします。ビデオストリームの解像度をビューエリアのサイズより大きいサイズに設定すると、センサーが
キャプチャーした後にビデオがデジタルで拡大されるため、画像情報の追加なしでも必要な帯域幅が増えます。

キャプチャーモード
キャプチャーモードは、本製品で使用できる解像度と該当するフレームレートで構成されています。キャプ
チャーモードの設定はカメラの視野とアスペクト比に影響します。

低い解像度のキャプチャーモードでは最大解像度から切り取られます。

画像は、2種類のキャプチャーモードで視野とアスペクト比をどのように変えることができるかを示しています。

どのキャプチャーモードを選択するかは、特定の監視設定でのフレームレートと解像度の要件によって異なりま
す。ご利用いただけるキャプチャーモードの仕様については、axis.comで製品のデータシートを参照してください。

プライバシーマスク
プライバシーマスクは、監視領域の一部をユーザーに非表示にするユーザー定義のエリアです。ビデオストリー
ムで、プライバシーマスクは塗りつぶされたブロックとして表示されます。

プライバシーマスクは、監視領域の一部を隠すユーザー定義のエリアです。ビデオストリームで、プライバシー
マスクは塗りつぶされたブロックまたはモザイク模様として表示されます。

プライバシーマスクは、すべてのスナップショット、録画されたビデオ、ライブストリームに表示されます。

VAPIX®アプリケーションプログラミングインターフェース (API) を使用して、プライバシーマスクを非表示に
することができます。

重要
複数のプライバシーマスクを使用すると、製品のパフォーマンスに影響する場合があります。

複数のプライバシーマスクを作成できます。各マスクには3〜10個のアンカーポイントを設定できます。

オーバーレイ
オーバーレイは、ビデオストリームに重ねて表示されます。オーバーレイは、タイムスタンプなどの録画時の
補足情報や、製品のインストール時および設定時の補足情報を表示するために使用します。テキストまたは
画像を追加できます。

ビデオストリーミングインジケーターは、別のタイプのオーバーレイです。これは、ライブビューのビデオスト
リームが動作中であることを示します。
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パン、チルト、ズーム (PTZ)

ガードツアー
ガードツアーを使用して、さまざまなプリセットポジションからのビデオストリームを、設定した時間中、あら
かじめ決められた順序またはランダムな順序で表示することができます。ガードツアーを開始すると、映像を視聴
しているクライアント (Webブラウザ) が存在しなくなっても、停止されるまで動作が継続されます。

注
連続してガードツアーを行う場合、ツアー間の休止時間として最低10分が必要で、固定最短表示時
間は10秒です。

ストリーミングとストレージ

ビデオ圧縮形式
使用する圧縮方式は、表示要件とネットワークのプロパティに基づいて決定します。以下から選択を行う
ことができます。

MotionMotionMotion JPEGJPEGJPEG

注
Opus音声コーデックを確実にサポートするために、Motion JPEGストリームが常にRTP経由で送信されます。

Motion JPEGまたはMJPEGは、個々のJPEG画像の連続で構成されたデジタルビデオシーケンスです。これらの画像
は、十分なレートで表示、更新されることで、連続的に更新される動きを表示するストリームが作成されます。人
間の目に動画として認識されるためには、1秒間に16以上の画像を表示するフレームレートが必要になります。フ
ルモーションビデオは、1秒間に30フレーム (NTSC) または25フレーム (PAL) で動画と認識されます。

Motion JPEGストリームは、かなりの帯域幅を消費しますが、画質に優れ、ストリームに含まれるすべての画像
にアクセスできます。

H.264H.264H.264まままたたたはははMPEGMPEGMPEG---444 PartPartPart 10/A10/A10/AVCVCVC

注
H.264はライセンスされた技術です。このAxis製品には、H.264閲覧用のクライアントライセンスが1つ添付
されています。ライセンスされていないクライアントのコピーをインストールすることは禁止されていま
す。ライセンスを追加購入するには、Axisの販売代理店までお問い合わせください。

H.264を使用すると、画質を損なうことなく、デジタル映像ファイルのサイズを削減でき、Motion JPEG形式の場合
と比較すると80%以上、従来のMPEG形式と比較すると50%以上を削減できます。そのため、ビデオファイルに必
要なネットワーク帯域幅やストレージ容量が少なくなります。また、別の見方をすれば、より優れた映像品質
が同じビットレートで得られることになります。

H.265H.265H.265まままたたたはははMPEGMPEGMPEG---HHH PartPartPart 2/HEVC2/HEVC2/HEVC

H.265を使用すると、画質を損なうことなくデジタルビデオファイルのサイズを削減でき、H.264に比べて25％以
上縮小することができます。

注
• H.265はライセンスされた技術です。このAxis製品には、H.265閲覧用のクライアントライセンスが1つ添付

されています。ライセンスされていないクライアントのコピーをインストールすることは禁止されていま
す。ライセンスを追加購入するには、Axisの販売代理店までお問い合わせください。

• ほとんどのWebブラウザはH.265のデコードに対応していないため、カメラはwebインターフェースで
H.265をサポートしていません。その代わり、H.265のデコーディングに対応した映像管理システムや
アプリケーションを使用できます。
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画像、ストリーム、およびストリームプロファイルの設定の互いの関係
[ImageImageImage (((画画画像像像)))] タブには、製品からのすべてのビデオストリームに影響を与えるカメラの設定が含まれています。
このタブで変更した内容は、すべてのビデオストリームと録画にすぐに反映されます。

[StreamStreamStream (((ススストトトリリリーーームムム)))] タブには、ビデオストリームの設定が含まれています。解像度やフレームレートなど
を指定せずに、製品からのビデオストリームを要求している場合は、これらの設定が使用されます。[StreamStreamStream
(((ススストトトリリリーーームムム)))] タブで設定を変更すると、実行中のストリームには影響しませんが、新しいストリームを開始
したときに有効になります。

[StreamStreamStream profilesprofilesprofiles (((ススストトトリリリーーームムムプププロロロフフファァァイイイルルル)))] の設定は、[StreamStreamStream (((ススストトトリリリーーームムム)))] タブの設定よりも優先されます。特
定のストリームプロファイルを持つストリームを要求すると、ストリームにそのプロファイルの設定が含まれま
す。ストリームプロファイルを指定せずにストリームを要求した場合、または製品に存在しないストリームプロ
ファイルを要求した場合、ストリームには [StreamStreamStream (((ススストトトリリリーーームムム))) タブの設定が含まれます。

ビットレート制御
ビットレート制御で、ビデオストリームの帯域幅の使用量を管理することができます。

VVVariableariableariable bitratebitratebitrate (((VBR)VBR)VBR) (((可可可変変変ビビビッッットトトレレレーーートトト )))
可変ビットレートでは、シーン内の動きのレベルに基づいて帯域幅の使用量が変化します。シーン内の動き
が多いほど、多くの帯域幅が必要です。ビットレートが変動する場合は、一定の画質が保証されますが、ス
トレージのマージンを確認する必要があります。

MaximumMaximumMaximum bitratebitratebitrate (MBR)(MBR)(MBR) (((最最最大大大ビビビッッットトトレレレーーートトト))))))
最大ビットレートでは、目標ビットレートを設定してシステムのビットレートを制限することができます。
瞬間的なビットレートが指定したビットレート以下に保たれていると、画質またはフレームレートが低下す
ることがあります。画質とフレームレートのどちらを優先するかを選択することができます。目標ビット
レートは、予期されるビットレートよりも高い値に設定することをお勧めします。これにより、シーン内で
活動レベルが高い場合にマージンを確保します。
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1 目標ビットレート

AverageAverageAverage bitratebitratebitrate (ABR)(ABR)(ABR) (((平平平均均均ビビビッッットトトレレレーーートトト)))
平均ビットレートでは、より長い時間スケールにわたってビットレートが自動的に調整されます。これにより、
指定した目標を達成し、使用可能なストレージに基づいて最高画質のビデオを得ることができます。動きの多い
シーンでは、静的なシーンと比べてビットレートが高くなります。平均ビットレートオプションを使用すると、多
くのアクティビティがあるシーンで画質が向上する可能性が高くなります。指定した目標ビットレートに合わせて
画質が調整されると、指定した期間 (保存期間)、ビデオストリームを保存するために必要な総ストレージ容量を定
義できます。次のいずれかの方法で、平均ビットレートの設定を指定します。

• 必要なストレージの概算を計算するには、目標ビットレートと保存期間を設定します。

• 使用可能なストレージと必要な保存期間に基づいて平均ビットレートを計算するには、目標ビットレー
トカリキュレーターを使用します。

kbit/s

s

1

2

1 目標ビットレート
2 実際の平均ビットレート

平均ビットレートオプションの中で、最大ビットレートをオンにし、目標ビットレートを指定することも
できます。
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kbit/s

s

1

2

1 目標ビットレート
2 実際の平均ビットレート

アプリケーション
アプリケーションを使用することで、Axis装置をより活用できます。AXIS Camera Application Platform (ACAP) は、
サードパーティによるAxis装置向けの分析アプリケーションやその他のアプリケーションの開発を可能にするオー
プンプラットフォームです。アプリケーションには、装置にプリインストール済み、無料でダウンロード可
能、またはライセンス料が必要なものがあります。

Axisアプリケーションのユーザーマニュアルについては、help.axis.comを参照してください。

AXIS Tampering Detection
AXIS Tampering Detectionは、ライブビューを監視し、ドームやレンズの焦点が極端にずれたり、塗料、スプ
レー、ステッカーなどで覆われたりした場合にイベントをトリガーします。

TTTriggerriggerrigger afterafterafter (((トトトリリリガガガーーーまままでででののの時時時間間間))): (カメラに対する) いたずらの条件が有効になってからカメラがイベント
をトリガーするまでの最小時間を入力します。一定時間の経過後にトリガーすることで、画像に影響を与え
る既知の条件で誤ったイベントが発生するのを防ぐことができます。

感感感度度度: カメラがイベントをトリガーするのに必要な (カメラに対する) いたずらのレベルを設定します。低い感度値
は、(カメラに対する) いたずらが軽度の場合でも、本製品がイベントをトリガーしないことを意味します。

映映映像像像ににによよよるるる確確確認認認: このアプリケーションは検知された (カメラに対する) いたずらを、色分けされた境界ボック
スで強調します。

• 緑緑緑: (カメラに対する) いたずらによってイベントはトリガーされていません。イベントがトリガーされな
い場合、ライブエリアは緑色のボックスで囲まれて表示されます。

• 赤赤赤: (カメラに対する) いたずらによってイベントがトリガーされました。イベントがトリガーされ
ると、エリア全体が赤になります。

検検検討討討事事事項項項

• オーバーレイやプライバシーマスクは、検知結果に影響することがあります。

• 「システムは映像による確認を表示できません」というメッセージが表示された場合は、プロキシの設
定に問題があり、Webソケットが接続を確立できない可能性があります。また、ブラウザーの最新バー
ジョンを使用していることを確認してください。
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仕様

製品の概要

PW
R

STA
T

1 ネットワーク コネクター: M12
2 ネットワーク コネクター: RJ45
3 SDカードスロット
4 電源LED
5 コントロールボタン
6 ステータスLED
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SDカードスロット
注注注意意意

• SDカード損傷の危険があります。SDカードの挿入と取り外しの際には、鋭利な工具や金属性の物を使用し
たり、過剰な力をかけたりしないでください。カードの挿入や取り外しは指で行ってください。

• データ損失や録画データ破損の危険があります。SDカードを取り外す前に、装置のwebインターフェース
からマウント解除してください。本製品の稼働中はSDカードを取り外さないでください。

本装置は、microSD/microSDHC/microSDXCカードに対応しています。

推奨するSDカードについては、axis.comを参照してください。

microSD、microSDHC、およびmicroSDXCロゴは、SD-3C LLCの商標です。microSD、microSDHC、
microSDXCは、米国および/または他の国々におけるSD-3C, LLCの商標または登録商標です。

ボタン

コントロールボタン
コントロールボタンは、以下の用途で使用します。

• 製品を工場出荷時の設定にリセットする。54ページ工場出荷時の設定にリセットする を参照して
ください。

• AXIS Video Hosting Systemサービスに接続する。接続するには、ステータスLEDが緑色に点滅する
まで約3秒間ボタンを押し続けます。

コネクター

ネットワークコネクター
このAxis製品は、異なるネットワークを備える２種類のバリエーションがあります:

Power over Ethernet (PoE) 対応RJ45イーサネットコネクター

Power over Ethernet (PoE) 対応DコードM12コネクター。

1 TX+
2 RX+
3 TX-
4 RX-
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清掃の推奨事項

注注注意意意
ガソリン、ベンジン、アセトンなどの強力な洗剤は絶対に使用しないでください。

1. 圧縮空気を使用すると、装置からほこりやごみを取り除くことができます。

2. 必要に応じて、ぬるま湯に浸した柔らかい布でレンズを清掃します。

注
水滴が乾いて跡が残ることがありますので、直射日光があたる、または高温になる場所では清掃しな
いでください。
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トラブルシューティング

工場出荷時の設定にリセットする
重要

工場出荷時の設定へのリセットは慎重に行ってください。工場出荷時の設定へのリセットを行うと、IPアド
レスを含むすべての設定が工場出荷時の値にリセットされます。

本製品を工場出荷時の設定にリセットするには、以下の手順を実行します。

1. 本製品の電源を切ります。

2. コントロールボタンを押した状態で電源を再接続します。51ページ製品の概要 を参照してください。

3. ステータスLEDがオレンジ色に点滅するまで、コントロールボタンを15〜30秒間押し続けます。

4. コントロールボタンを離します。プロセスが完了すると、ステータスLEDが緑色に変わります。これで
本製品は工場出荷時の設定にリセットされました。ネットワーク上に利用可能なDHCPサーバーがな
い場合、デフォルトのIPアドレスは192.168.0.90になります。

5. インストールおよび管理ソフトウェアツールを使用して、IPアドレスの割り当て、パスワードの設
定、装置へのアクセスを行います。

axis.com/supportのサポートページに、インストールおよび管理ソフトウェアツールが用意されています。

装置のwebインターフェースを使用して、各種パラメーターを工場出荷時の設定に戻すこともできます。
[MaintenanceMaintenanceMaintenance (((メメメンンンテテテナナナンンンススス))) > FactoryFactoryFactory defaultdefaultdefault (((工工工場場場出出出荷荷荷時時時ののの設設設定定定)))] に移動し、[DefaultDefaultDefault (((デデデフフフォォォルルルトトト)))] を
クリックします。

ファームウェアオプション
Axisは、アクティブトラックまたは長期サポート (LTS) トラックのどちらかに従って、製品のファームウェア
管理を提供します。アクティブトラックでは、最新の製品機能すべてに常時アクセスできますが、LTSトラッ
クの場合、バグフィックスやセキュリティ更新に重点を置いた定期的リリースが提供される固定プラット
フォームを使用します。

最新の機能にアクセスする場合や、Axisのエンドツーエンドシステム製品を使用する場合は、アクティブトラック
のファームウェアを使用することをお勧めします。最新のアクティブトラックに対して継続的な検証が行われない
サードパーティの統合を使用する場合は、LTSトラックをお勧めします。LTSにより、大きな機能的な変更や既存
の統合に影響を与えることなく、サイバーセキュリティを維持することができます。Axis製品のファームウェア戦
略の詳細については、axis.com/support/firmwareを参照してください。

現在のファームウェアバージョンの確認
ファームウェアは、ネットワーク装置の機能を決定するソフトウェアです。問題のトラブルシューティング
を行う際は、まず現在のファームウェアバージョンを確認することをお勧めします。最新のファームウェア
バージョンには、特定の問題の修正が含まれていることがあります。

現在のファームウェアを確認するには、以下の手順に従います。

1. 装置のwebインターフェース > [StatusStatusStatus (((ススステテテーーータタタススス)))] に移動します。

2. [DeviceDeviceDevice infoinfoinfo (((装装装置置置情情情報報報)))] でファームウェアバージョンを確認してください。
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ファームウェアのアップグレード
重要

• 事前設定済みの設定とカスタム設定は、ファームウェアのアップグレード時に保存されます (その機能
が新しいファームウェアで利用できる場合)。ただし、この動作をAxis Communications ABが保証して
いるわけではありません。

• アップグレードプロセス中は、装置を電源に接続したままにしてください。

注
アクティブトラックの最新のファームウェアで装置をアップグレードすると、製品に最新機能が追加
されます。ファームウェアを更新する前に、ファームウェアとともに提供されるアップグレード手順
とリリースノートを必ずお読みください。最新ファームウェアおよびリリースノートについては、
axis.com/support/firmwareを参照してください。

1. ファームウェアファイルをコンピューターにダウンロードします。ファームウェアファイル
はaxis.com/support/firmwareから無料で入手できます。

2. 装置に管理者としてログインします。

3. [MaintenanceMaintenanceMaintenance (((メメメンンンテテテナナナンンンススス))) >>> FirmwareFirmwareFirmware upgradeupgradeupgrade (((フフファァァーーームムムウウウェェェアアアのののアアアッッップププグググレレレーーードドド)))] に移動し、
[UpgradeUpgradeUpgrade (((アアアッッップププグググレレレーーードドド)))] をクリックします。

アップグレードが完了すると、製品は自動的に再起動します。

AXIS Device Managerを使用すると、複数の装置を同時にアップグレードできます。詳細については、
axis.com/products/axis-device-managerをご覧ください。

技術的な問題、ヒント、解決策
このページで解決策が見つからない場合は、axis.com/supportのトラブルシューティングセクションに記載さ
れている方法を試してみてください。

フフファァァーーームムムウウウェェェアアアのののアアアッッップププグググレレレーーードドドででで問問問題題題ががが発発発生生生すすするるる

ファームウェアのアッ
プグレード失敗

ファームウェアのアップグレードに失敗した場合、デバイスは以前のファームウェ
アを再度読み込みます。最も一般的な理由は、間違ったファームウェアファイルが
アップロードされた場合です。デバイスに対応したファームウェアファイル名であ
ることを確認し、再試行してください。

ファームウェアのアッ
プグレード後に問題が
発生する

ファームウェアのアップグレード後に問題が発生する場合は、[MaintenanceMaintenanceMaintenance (((メメメンンンテテテ
ナナナンンンススス)))] ページから、以前にインストールされたバージョンにロールバックします。

IPIPIPアアアドドドレレレスススののの設設設定定定ででで問問問題題題ががが発発発生生生すすするるる

デバイスが別のサブネッ
ト上にある

デバイス用のIPアドレスと、デバイスへのアクセスに使用するコンピューターのIPア
ドレスが異なるサブネットにある場合は、IPアドレスを設定することはできません。
ネットワーク管理者に連絡して、適切なIPアドレスを取得してください。
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IPアドレスが別のデバイ
スで使用されている

Axisデバイスをネットワークから切断します。pingコマンドを実行します (コマン
ドウィンドウまたはDOSウィンドウで、pingコマンドとデバイスのIPアドレス
を入力します)。

• もし、「Reply from <IPアドレス>: bytes=32; time=10...」と
いう応答を受取った場合は、ネットワーク上の別のデバイスでそのIPアド
レスがすでに使われている可能性があります。ネットワーク管理者から新
しいIPアドレスを取得し、デバイスを再度インストールしてください。

• もし、「Request timed out」が表示された場合は、Axisデバイスで
そのIPアドレスを使用できます。この場合は、すべてのケーブル配線を
チェックし、デバイスを再度インストールしてください。

同じサブネット上の別
のデバイスとIPアドレス
が競合している可能性
がある

DHCPサーバーによって動的アドレスが設定される前は、Axisデバイスは静的IPアド
レスを使用します。つまり、デフォルトの静的IPアドレスが別の装置でも使用されて
いると、装置へのアクセスに問題が発生する可能性があります。

ブブブラララウウウザザザーーーかかかららら装装装置置置にににアアアクククセセセスススででできききななないいい

ログインできない HTTPSが有効なときは、正しいプロトコル (HTTPまたはHTTPS) を使用してログイ
ンしてください。ブラウザーのアドレスフィールドに、手動で「http」または
「https」と入力する必要がある場合があります。

rootアカウントのパスワードを忘れた場合は、装置を工場出荷時の設定にリセットす
る必要があります。54ページ工場出荷時の設定にリセットするを参照してください。

DHCPによってIPアドレ
スが変更された

DHCPサーバーから取得したIPアドレスは動的なアドレスであり、変更されることがあ
ります。IPアドレスが変更された場合は、AXIS IP UtilityまたはAXIS Device Managerを
使用してデバイスのネットワーク上の場所を特定してください。装置のモデルまたは
シリアル番号、あるいはDNS名 (設定されている場合) を使用して装置を識別します。

必要に応じて、静的IPアドレスを手動で割り当てることができます。手順について
は、axis.com/supportを参照してください。

IEEE 802.1X使用時の証明
書エラー

認証を正しく行うには、Axis装置の日付と時刻をNTPサーバーと同期させなければな
りません。[SystemSystemSystem (((シシシススステテテムムム))) >>> DateDateDate andandand timetimetime (((日日日付付付ととと時時時刻刻刻)))] に移動します。

装装装置置置にににロロローーーカカカルルルにににアアアクククセセセスススででできききるるるががが、、、外外外部部部かかからららアアアクククセセセスススででできききななないいい

装置に外部からアクセスする場合は、以下のいずれかのWindows®向けアプリケーションを使用することを
お勧めします。

• AXIS Companion: 無料で使用でき、最小限の監視が必要な小規模システムに最適です。
• AXIS Camera Station: 30日間の試用版を無料で使用でき、中小規模のシステムに最適です。

手順とダウンロードについては、axis.com/vmsを参照してください。

ススストトトリリリーーーミミミンンングググののの問問問題題題

ローカルクライアントし
かマルチキャストH.264
にアクセスできない

ルーターがマルチキャストをサポートしているかどうか、またはクライアントと装
置の間のルーター設定を行う必要があるかどうかを確認してください。TTL (Time To
Live) 値を上げる必要がある場合もあります。

H.264のマルチキャスト
画像がクライアントで
表示されない

Axis装置で使用されたマルチキャストアドレスが有効かどうか、ネットワーク
管理者に確認してください。

ファイアウォールが表示を妨げていないかどうか、ネットワーク管理者に確認し
てください。

H.264画像のレンダリン
グ品質が悪い

グラフィックカードで最新の装置ドライバーが使用されていることを確認してくださ
い。最新のドライバーは、通常、メーカーのWebサイトからダウンロードできます。
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彩度がH.264とMotion
JPEGで異なる

グラフィックアダプターの設定を変更します。詳細については、グラフィックカー
ドのマニュアルページに移動してください。

フレームレートが予期
したレートより低い

• 57ページパフォーマンスに関する一般的な検討事項 を参照してください。
• クライアントコンピュータで実行されているアプリケーションの数を減

らします。
• 同時閲覧者の数を制限します。
• 使用可能な帯域幅が十分かどうかをネットワーク管理者に確認します。
• 画像の解像度を下げます。
• 装置のwebインターフェースにログインし、フレームレートを優先する

キャプチャーモードを設定します。フレームレートを優先するようにキャ
プチャーモードを変更すると、使用する装置と利用可能なキャプチャー
モードによっては、最大解像度が低下することがあります。

• Axis装置の電源周波数 (60/50Hz)によって、最大フレーム/秒は異なります。

ライブビューでH.265エ
ンコード方式を選択で
きない

WebブラウザーではH.265のデコーディングをサポートしていません。H.265のデコー
ディングに対応した映像管理システムまたはアプリケーションを使用してください。

MQTMQTMQTTTTオオオーーーバババSSLSSLSSLををを使使使用用用しししてててポポポーーートトト888388838883経経経由由由ででで接接接続続続ででできききななないいい

ファイアウォールによっ
て、ポート8883が安全
ではないと判断されたた
め、ポート8883を使用
するトラフィックがブ
ロックされています。

場合によっては、サーバー/ブローカーによってMQTT通信用に特定のポートが提供
されていない可能性があります。この場合でも、HTTP/HTTPSトラフィックに通常使
用されるポート経由でMQTTを使用できる可能性があります。

• サーバー/ブローカーが、通常はポート443経由で、
WebSocket/WebSocket Secure (WS/WSS) をサポートしてい
る場合は、代わりにこのプロトコルを使用してください。
サーバー/ブローカープロバイダーに問い合わせて、WS/WSSがサポート
されているかどうか、どのポートと基本パスを使用するかを確認して
ください。

• サーバー/ブローカーがALPNをサポートしている場合、ポート443などの
オープンポート経由でMQTTをネゴシエーションできます。ALPNがサポー
トされているかどうか、どのALPNプロトコルとポートを使用するかにつ
いては、サーバー/ブローカープロバイダーに確認してください。

パフォーマンスに関する一般的な検討事項
システムを設定する際には、さまざまな設定や条件がシステムのパフォーマンスにどのように影響するかを
検討することが重要です。ある要因は必要な帯域幅の量 (ビットレート) に影響し、他の要因はフレームレー
トに影響し、帯域幅とフレームレートの両方に影響する事柄もあります。CPUの負荷が最大に達した場合も、
フレームレートに影響を及ぼします。

最も重要な検討事項には次のようなものがあります。

• 画像解像度が高い、または圧縮レベルが低いと、画像のファイルサイズが増大し、結果的に帯域幅
に影響を及ぼします。

• GUIで画像を回転させると、本製品のCPU負荷が増加することがあります。

• 多数のクライアントによるMotion JPEGまたはユニキャストH.264のアクセスは、帯域幅に影響を及
ぼします。

• 多数のクライアントによるMotion JPEGまたはユニキャストH.265のアクセスは、帯域幅に影響を及
ぼします。

• 様々なクライアントが様々な解像度や圧縮方式が異なるストリームを同時に閲覧すると、フレー
ムレートと帯域幅の両方に影響を及ぼします。

フレームレートを高く維持するために、できる限り同一ストリームを使用してください。ストリームプ
ロファイルを使用すると、ストリームの種類が同一であることを確認できます。
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• Motion JPEGおよびH.264のビデオストリームに同時にアクセスすると、フレームレートと帯域幅の
両方に影響を及ぼします。

• Motion JPEGおよびH.265のビデオストリームに同時にアクセスすると、フレームレートと帯域幅の
両方に影響を及ぼします。

• イベント設定を多用すると、製品のCPU負荷に影響が生じ、その結果、フレームレートに影響します。

• 特に、Motion JPEGのストリーミングでは、HTTPSを使用するとフレームレートが低くなる場合が
あります。

• 貧弱なインフラによるネットワークの使用率が高いと帯域幅に影響します。

• パフォーマンスの低いクライアントコンピューターで閲覧するとパフォーマンスが低下し、フレーム
レートに影響します。

• 複数のAXIS Camera Application Platform (ACAP) アプリケーションを同時に実行すると、フレームレート
と全般的なパフォーマンスに影響する場合があります。

サポートに問い合わせる
axis.com/supportでサポートに問い合わせます。
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